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日程第１ 第 106号議案 令和２年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件

第 107号議案 令和２年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認定

の件

第 108号議案 令和２年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

の件

第 109号議案 令和２年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認

定の件

第 110号議案 令和２年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件

第 111号議案 令和２年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の件

第 112号議案 令和２年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の件

第 113号議案 令和２年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算認

定の件

第 114号議案 令和２年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定

の件

第 115号議案 令和２年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定

の件

第 116号議案 令和２年度神河町水道事業会計決算認定の件

第 117号議案 令和２年度神河町下水道事業会計決算認定の件

第 118号議案 令和２年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件

本日の会議に付した事件

日程第１ 第 106号議案 令和２年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件

第 107号議案 令和２年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認定

の件

第 108号議案 令和２年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

の件

第 109号議案 令和２年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認

定の件

第 110号議案 令和２年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件

第 111号議案 令和２年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の件
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第 112号議案 令和２年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の件

第 113号議案 令和２年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算認

定の件

第 114号議案 令和２年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定

の件

第 115号議案 令和２年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定

の件

第 116号議案 令和２年度神河町水道事業会計決算認定の件

第 117号議案 令和２年度神河町下水道事業会計決算認定の件

第 118号議案 令和２年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件
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午前９時００分開議

○議○（ ○ 良幸君） ただいまの出席議員数は１０名であります。定足数に達してい

ますので、第１０２回神河町議会定例会第２日目の会議を開きます。

本日は、令和２年度神河町各会計決算審査報告のため、後ほど清瀬茂生代表監査委員

様に出席いただき、執行部からの各会計決算説明の後に決算審査報告をいただきます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。

・ ・

日程第１ 第１０６号議案から第１１８号議案

○議○（ ○ 良幸君） 日程第１、第１０６号議案から第１１８号議案、令和２年度各

会計歳入歳出決算認定の件を一括議題とします。

まず、第１０６号議案、令和２年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について、

提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） それでは、第１０６号議案、令和２年度神河町一般会計歳入歳

出決算認定の件について、提案理由を御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

令和２年度の神河町の決算につきましては、第２次神河町長期総合計画の基本構想及

び前期基本計画の内容を踏まえ、「ハートがふれあう住民自治のまち」の実現に向けて、

「ハートが安らぐまちづくり」、「ハートが賑わうまちづくり」、「ハートが繋がるま

ちづくり」を基本に、「大好き！私たちの町 かみかわ」を合い言葉にみんなが活躍で

きるまちづくりに向け、町民の皆様とともに取り組んでまいりました。地域創生総合戦

略、辺地に係る総合計画、過疎地域自立促進計画に基づく各種事業を最優先に、１つ、

安全・安心のまちづくり、２つ、交流から関係、そして定住、３つ、教育・子育て環境

の充実、４つ、山林・農地の活用による雇用創出の様々な施策、事業を展開いたしまし

た。

また、これらの重要施策と並行して、世界中を襲った感染症パンデミック、新型コロ

ナウイルス感染症の４回にもわたる波への対応を余儀なくされました。神河町では、新

型コロナウイルス感染症の一日も早い終息と、疲弊する地域経済の回復、低下を危惧す
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る地域力の回復と持続化に対応するため、国、県の緊急対応策を踏まえ、１１回にわた

る補正予算を編成し、特別定額給付金事業、町民１人当たり１０万円の給付。新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業、これは県と協調した休業要請事業者経

営継続支援事業、感染症拡大防止協力金事業、事業所元気回復支援金給付事業、子育て

世帯地域商品券助成事業、避難所感染症対策事業、スマート農山村促進事業などであり

ます。また、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業等を中心とした、地域の実

情に即した健康と安全、地域経済等、地方創生につながる効果的で速効性のある対策を

優先的に講じました。新型コロナウイルス感染症については、ワクチン接種も本格化し、

高齢者の発症率が減少に向かうなど明るい兆しも見えてきましたが、有効な治療法が確

立されるまでにはまだまだ時間がかかると思われます。引き続き、町民の皆様の安全・

安心を確保する取組を進めていくとともに、ウィズコロナ、ポストコロナ、新しい生活

様式、地域力のレジリエンスなどの課題に着実に取り組んでいく必要があります。

さて、令和２年度は直接的に予算、決算には表れませんでしたが、人権尊重のまち、

クールチョイスなまちに加え、３つの町宣言となる恒久平和のまち宣言、懸案事項の応

募事業者による学校等跡地活用は、旧越知谷小学校ではスマート農業の研究開発など、

地域交流センターでは海外労働者に対する受入れ研修、教育等の活用。また、今年度に

は旧川上小学校で食用昆虫、コオロギの生産システムの研究・開発の活用が決定しまし

た。また、過疎対策事業で進めてきた貸し工場、シイタケ菌床、栽培、民間開発による

中村区内大規模物流倉庫、長谷駅前食料品加工工場等、企業の誘致。そして、引き続き

新過疎地域に指定され、新たに策定する過疎地域持続的発展計画に基づき、過疎対策、

人口減少対策を進めてまいります。

また、さらに女性の活躍できる社会環境を目指して、「認めあい 自らの行動でつな

がり ハートがふれあう私のまち かみかわ」をキャッチフレーズに、男女共同参画の

意識づくり、誰もが活躍できる環境づくり、誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり、

あらゆる分野に参画できる社会づくりを基本目標に、第２次神河町男女共同参画推進計

画を策定することができました。

今後、喫緊の課題である人口減少社会への対応として、引き続き地域創生総合戦略を

進めるとともに、国が推進する防災・減災、国土強靱化を踏まえ、河川内の繁茂する危

険立木等の除去など河川のしゅんせつ、地域防災計画の充実など、安全・安心のまちづ

くり、そしてドローン等の活用をはじめとするスマート農林業と新たな雇用の創出、長

期視点に立った農林業の再生・持続化等、ＳＤＧｓ１７の目標、カーボンニュートラル

２０５０の視点を併せて、かみかわ２０５０ビジョン（仮称）に着手してまいります。

持続的発展可能なまちづくりには、一歩一歩継続した施策、事業の取組が不可欠です。

継続をキーワードに、引き続き町民の皆様一人一人の意見を大切に、「大好き！私たち

の町 かみかわ」を合い言葉に、みんなが活躍できるまちづくりに向け、町民の皆様と

ともに取り組んでまいります。
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それでは、最初に決算額について申し上げます。決算書１８５ページの実質収支に関

する調書を御すください。歳入総額１０２す ４１７万 ０００円、歳出総額９９す  

４１５万 ０００円。歳入歳出４引き額２す ００２万円で、４年度へ４り越す４き財 

源の ５０６万 ０００円を源除した一般会計の実質収支額は２す ４９５万 ０００   

円となっております。

続いて、決算の概要について歳入から説明を申し上げます。

決算書３ページから４ページを御すください。歳入決算書は、予算現額１０６す ５

７６万 ０００円に対し、調定額１０３す ４５１万 ２４２円、収入済額１０２す   

４１７万 ４０９円で、町税等につきまして３７７万 １３６円を不納欠４しましたの 

で、収入で済額は１す ６５６万 ６９７円となり、予算現額に対して９  ⒍０％、調定

額に対して９⒏６％の収入でございます。

それでは、決算書１ページから款ごとに収入済額を申し上げます。１款町税は１７す

９６１万 ７２９円、２款地方９９税から１０款地方特例交付金及び１２款交９安全 

対策特別交付金は合わせて３す ２２５万 ８５９円、１１款地方交付税につきまして、 

普９交付税は普年度より２す ５３０万 ０００円普額の２８す ２２４万 ０００円、   

特別交付税は普年度より ７４０万円減額の５す ６１０万円、合計３４す ８３４万  

０００円、１３款分０金及び００金は ２２５万 ８８２円、１４款０用料及び手数  

料は１す ０５１万 ９９６円、１５款国庫支出金は２１す ０２７万 ７６９円、１   

６款県支出金は６す ８９９万 ６６５円、１７款財産収入は ８６４万 ４２８円、   

１８款１１金は ５２８万 ９２７円、１９款４入金は ４５９万 ８７３円、２０款   

４越金は１す ３５２万 １５４円、２１款繰収入は１す ５４３万１２７円、２２款  

町町は１１す ６７１万 ０００円。 

続きまして、決算書７ページから８ページを御すください。歳出決算額は、予算現額

１０６す ５７６万 ０００円に対し、支出済額９９す ４１５万 １７４円で、予算   

現額に対して９⒊３％の執行でございます。

それでは、決算書５ページから款ごとに支出済額を申し上げます。１款議会そは ３

６３万 ２２７円、２款総務そは１４す １６９万 ５０３円、３款民生そは２５す   

０２５万 ２３４円、４款０生そは１８す １９０万 １２８円、５款農林水産業そは  

５す ６５６万 ９９４円、６款商工そは４す ５３６万 ９０４円、７款土木そは６   

す８４１万 ２７２円、８款億防そは２す ７４２万 ４２９円、９款教育そは１０す  

５２５万 ５２９円、１０款公町そは９す ３６４万 ００４円。   

詳細につきましては、お手元に配付しています令和２年度一般・特別会計決算説明資

料を参考にしていただきながら、この後、会計管理者から詳細説明をいたしますので、

よろしく御審議をお願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。

北川会計管理者。
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○会計管理者兼会計課○（北川 由美君） 会計課、北川でございます。前にパネルがご

ざいますので、マスクを外して説明させていただきます。それでは、第１０６号議案、

令和２年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について、お手元に配付の決算書によ

り説明させていただきます。先ほどの町長の説明と重複する部分もありますが、御了承

賜りますようお願いいたします。

まず、１ページから８ページにかけましては、令和２年度一般会計歳入歳出決算書と

なっています。その歳入合計が３、４ページに記載がありますので、御すください。

予算額、調定額、決算額等につきましては、先ほど町長から説明があったとおりでご

ざいますが、令和２年度一般会計の歳入の決算額は、調定額１０３す ４５１万 ２４ 

２円に対し、収入済額１０２す ４１７万 ４０９円、不納欠４額３７７万 １３６円、  

収入で済額は１す ６５６万 ６９７円となっています。 

次に、決算書の５ページから８ページにかけまして、歳出の決算書となっています。

その歳出合計が７、８ページに記載がありますので、御すください。

歳出の決算額は、支出済額９９す ４１５万 １７４円、４年度４越額３す ５２４  

万 ０００円、不用額３す ６３６万 ８２６円となり、歳入歳出４引き万高は２す   

００２万２３５円となっています。これによる実質収支につきましては、１８５ページ

の令和２年度一般会計決算実質収支に関する調書のとおりでございまして、歳入歳出４

引き額から４年度へ４り越しす４き財源 ５０６万 ０００円を源除した額、２す ４  

９５万 ０００円が実質収支額となっています。

それでは、歳入歳出事項別明細書によりまして、主な内容のみになりますが、説明さ

せていただきます。

まず、歳入関係でございます。決算書９、１０ページをお開きください。１款町税は、

収入済額１７す ９６１万 ７２９円で、歳入総額の１  ⒎２％を占め、不納欠４額は３

７２万 ７１３円、収入で済額は ９９８万 ３９６円、７収率は９   ⒋９％です。

１項町民税は、収入済額４す ８２１万 ５８２円で、不納欠４額は１８件、８５万 

９１３円、収入で済額は ７９７万 ７２９円、７収率９   ⒋５％です。１目個人町民

税は、収入済額４す ３５２万 ７８２円で、７収率９  ⒌４％です。２目法人町民税は、

収入済額 ４６８万 ８００円で、７収率８  ⒍７％です。

２項２定資産税は、収入済額１１す ３５５万 ４４０円で、歳入総額の１  ⒈４％を

占め、不納欠４額は４１件、２５５万 ５００円、収入で済額は ９１４万 ３９７円、  

７収率は９⒌０％です。１目２定資産税は、収入済額１１す ２３６万１４０円で、７

収率９⒌０％です。２目国有資産等所在市町村交付金及び納付金は、収入済額１１９万

３００円で、新野県営住３３生野３ム関３などの土地建物分となっています。

３項３自動３税は、収入済額 ４０３万 １４０円で、不納欠４額は２１件、３１万 

３００円、収入で済額は２８６万 ２７０円、７収率９  ⒊３％です。

４項町た４こ税は、収入済額 ３４４万 ２６７円で、７収率は１００％です。 
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５項鉱産税は、収入済額３７万３００円です。

１１、１２ページをお願いします。２款地方９９税は、収入済額１す６８４万円で、

歳入総額の⒈０％となっています。内０は、１項地方０発０９９税、収入済額 ６８８

万円、２項自動３重万９９税で収入済額 ９１１万 ０００円、３項森林環境９９税で 

収入済額 ０８４万 ０００円。 

３款３子３交付金は、収入済額１３７万 ０００円、４款配当３交付金は、収入済額

７７２万 ０００円、５款７式等９７所７３交付金は、収入済額８９２万 ０００円。 

１３、１４ページをお願いします。６款ゴルフ場３用税交付金は、収入済額３６９万

９２５円、７款法人事業税交付金は、収入済額５９２万 ０００円、８款地方億そ税 

交付金は、収入済額２す ３５６万 ０００円、９款環境性能３交付金は、収入済額７ 

９６万 ９３４円、１０款地方特例交付金は、収入済額 １６０万円。 

１５、１６ページをお願いします。１１款地方交付税は、収入済額３４す ８３４万

０００円で、収入総額の３ ⒊８％を占めています。内０は、普９交付税２８す ２２

４万 ０００円、特別交付税５す ６１０万円です。 

１２款交９安全対策特別交付金は、収入済額２３５万 ０００円です。

１３款分０金及び００金は、収入済額 ２２５万 ８８２円で、歳入総額の  ４％と

なっています。内０は、１項分０金で１２５万 １３０円、１目総務そ分０金は１６万

円で、ケーブルテレビ加入金です。２目農林業そ分０金は６５万６５０円で、町単独林

道補修事業受道者分０金です。３目土木そ分０金は４４万 ４８０円で、町道道良工事

受道者分０金です。

２項００金は ０９９万 ７５２円で、１７、１８ページをお願いします。１目民生 

そ００金は ２９１万 ５２０円で、寺前保育所、神崎保育費等の費営そ００金、病費 

・病後費保育００金３・人福祉施設入所者そ用７収金です。２目０生そ００金は ０３

０万 ０４１円で、中０北部行政事務組合からの０員人件そ００金と億００新設・０設

に係る受道者００金です。３目農林業そ００金は７７７万 １９１円で、に庫県農業共

済組合からの０員人件そ００金です。

１４款０用料及び手数料は、収入済額１す ０５１万 ９９６円で、収入総額の  ⒈７

％となっています。

１項０用料は、収入済額１す ３１９万 ９７６円で、１目総務０用料は ６９６万  

２６０円で、過年度も２めたケーブルテレビ３用料が主なものです。また、不納欠４

額は１件、１万 ５００円、収入で済額は３２万 ５００円で、いずれもケーブルテレ 

ビ３用料分です。２目０生０用料は ６８６万 ７９２円で、合併処理ビ化ビに係る保 

守管理受守分です。また、収入で済額は現年、過年度分で２２万 １３３円です。３目

土木０用料は ３７４万 ３９４円で、１９、２０ページをお願いします、町営住３６ 

団地の０用料、道路占用料、寺前駅前２か所の駐３場０用料、法定外公共物０用料です。

収入で済額は中村団地及び新野団地の現年度分で、１２万 ０００円となっています。
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４目教育０用料は ５６２万 ５３０円で、４４費４かり保育料、学４保育クラブ、公 

民館、町民温水プールなどの各施設０用料などです。収入で済額は、学４保育クラブ施

設０用料の過年度分で５万 ０００円となっています。

２項手数料は、収入済額７３５万 ０２０円で、１目総務手数料は５９１万 ９００ 

円で、ケーブルテレビ端末機器設置手数料３町税関係証明手数料、戸籍住民基本台帳関

係の証明手数料などです。収入で済額は１万 ３００円、過年度分ケーブルテレビ端末

機器設置手数料です。

２１、２２ページをお願いします。２目０生手数料は１２０万７２０円で、し尿くみ

取り３取の取取関係などの手数料です。３目土木手数料は２０万 ４００円で、取外取

告物許可手数料３建築確認調査手数料です。

１５款国庫支出金は、収入済額２１す ０２７万 ７６９円で、歳入総額の２  ８％

となっています。

１項国庫００金は、収入済額４す４５万 ２７８円、１目民生そ国庫００金は４す 

２７８円で、私立保育所費営そ００金、国保基盤安定００金、障害者自立支援給付そ等

００金、費４手当被用者００金などです。２３、２４ページをお願いします。２目０生

そ国庫００金は４５万円で、で熟費養育医療給付事業００金です。

２項国庫補助金は、収入済額１７す ７２７万 ０２８円で、１目総務そ国庫補助金 

は４す ７５５万 ７６８円で、社会保障・税番号システムはは補助金、地方創生推進 

交付金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金などです。２目民生そ国庫

補助金は１１す ４６３万 ８５７円で、特別定額給付金給付事業そ補助金、子育て世 

帯臨時特別給付事業そ補助金などです。３目０生そ国庫補助金は４４５万 ４０３円で、

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金などです。

２５、２６ページをお願いします。４目商工そ国庫補助金の収入はございません。５

目土木そ国庫補助金は ９６２万 ０００円で、道はは事業に係る交付金３定住促進に 

係る社会資本はは総合交付金などです。６目億防そ国庫補助金は１６０万円で、効果促

進事業に係る社会資本はは総合交付金です。７目教育そ国庫補助金は ９４０万 ００ 

０円で、公立学校情報９信ネットワーク環境施設ははそ及び情報機器ははそ補助金、へ

き地費４生徒援助そ等補助金、埋蔵文化財緊急発掘調査そ補助金、２７、２８ページを

お願いします。公立４４費感染拡大防止対策事業補助金などです。

３項国庫委守金は、収入済額２５４万４６３円で、１目総務そ国庫委守金は２３万

０００円で、自０隊員募集事務委守金３中長期在留者居住地届出等事務委守そです。２

目民生そ国庫委守金は２３０万 ４６３円で、国民年金事務委守金などです。

１６款県支出金は、収入済額６す ８９９万 ６６５円で、歳入総額の  ⒍７％となっ

ています。

１項県００金は、収入済額２す ５４１万 ６１８円で、１目総務そ県００金は３３ 

４万 ５４０円で、県０９事務市町交付金、２目民生そ県００金は２す １９２万 ０  
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７８円で、私立保育所費営００金、国保基盤安定００金、２９、３０ページをお願いし

ます。障害者自立支援給付そ等００金、後期高齢者医療保険基盤安定００金、費４手当

被用者００金などです。３目０生そ県００金は１５万円で、で熟費養育医療給付事業０

０金です。

２項県補助金は、収入済額３す５３４万 ２６０円で、１目総務そ県補助金は ２９ 

２万 ０００円で、市町振興支援交付金、ひ２うご地域創生交付金、２源立地地域対策

交付金事業補助金などです。２目民生そ県補助金は ９６３万 ４６１円で、民生費４ 

委員活動そ用などの社会福祉事業に対する補助金３、３１、３２ページをお願いします。

・人クラブ活動に係る補助金、各福祉医療に対する補助金、各子ども・子育て支援交付

金などです。

３３、３４ページをお願いします。３目０生そ県補助金は４８０万 ０００円で、健

康普進事業３へき地康療所費営そなどの補助金です。４目農林業そ県補助金は１す ５

９８万６６５円で、中山間地域等直接支払交付金、地籍調査事業補助金、多面的機能支

払交付金、農村地域防災減災事業補助金、緊急防災林はは事業補助金、針葉樹林と取葉

樹林の樹交はは事業００金などです。５目商工そ県補助金は１０７万 ０００円で、樹

山新宿泊施設起町償還補助金です。

３５、３６ページをお願いします。６目土木そ県補助金は１１５万 ０００円で、住

３確保要配慮者専用賃貸住３家賃低廉化事業補助金などです。７目教育そ県補助金は９

７６万 １３４円で、小学校体７活動事業補助金、新型コロナウイルス感染症対策学７

指導員配置事業補助金、埋蔵文化財緊急発掘調査そ補助金などです。８目災害復旧そ県

補助金の収入はございません。

３項県委守金は、収入済額１す ８２３万 ７８７円で、１目総務そ県委守金は ３  

３０万 １８２円で、県民税７収事務委守金３国３調査をはじめとする各種３計調査の

委守金、３７、３８ページをお願いします。地域再生協働員設置業務委守金などです。

２目民生そ県委守金は５万 ３４５円で、援護事務市町交付金などです。３目０生そ県

委守金の収入はございません。４目農林業そ県委守金は１す ６１６万 ２６０円で、 

地籍調査事業委守金、道の駅維持管理委守金、ナラ枯れ防除事業委守金です。５目商工

そ県委守金は７５５万 ０００円で、費樹高原自費交流館の管理費営に係る委守金です。

６目土木そ県委守金は７０万 ０００円で、河川クリーン作戦事業委守金３チ６ーン着

脱場維持管理委守金などです。７目教育そ県委守金は４５万円で、ひ２うごがん４り学

びタイム事業委守金と４小の円滑な接続推進事業委守金です。

１７款財産収入は、収入済額 ８６４万 ４２８円で、歳入総額の  ３％となってい

ます。

１項財産費用収入は、収入済額 ８３９万 ９２８円で、３９、４０ページをお願い 

します。１目３子及び配当金の６１１万 ２３８円は、各基金の費用により生じた３子

及び神崎フード配当金です。２目財産貸付収入は ２２８万 ６９０円で、光ケーブル 
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等貸付収入、・人保健施設用地貸付収入、歯科康療所テナント等貸付収入、携帯２話基

地局用地貸付収入、駐３場用地貸付収入３、その他町有貸付収入として西日本ライフな

どから収入しています。２項財産ど払い収入は、収入済額２４万 ５００円で、町有地

ど払いによるもので、法定外公共物に係るど払い分です。

１８款１１金は、収入済額 ５２８万 ９２７円で、歳入総額の  ２％となっていま

す。

１項１１金、１目一般１１金は８万 ４２７円で、１名の方から５万円及びマックス

バリュから有料レジ袋の販ど収道金の１１金です。４１、４２ページをお願いします。

２目指定１１金の ５２０万 ５００円は、神河ふるさとづくり応援１１金、１企業と 

２名の方からの指定１１金です。

１９款４入金は、収入済額 ４５９万 ８７３円で、歳入総額の  ９％となっていま

す。

１項他会計４入金は、収入済額８１１万 ４４１円で、１目国民健康保険事業特別会

計４入金は３５万 ４４１円で、特定保健指導事業３健康づくり事業の経そ分の４入れ

です。２目介護保険事業特別会計４入金は４７５万 ０００円で、で認定審査会に係る

人件そ３光熱水そ、９信そ分の４入れです。３目土地開発事業特別会計４入金からの４

入れはございません。４目地区振興基金特別会計４入金は３００万円で、長谷地区振興

基金特別会計から長谷漁協組合への補助金分の４入れです。

２項基金４入金は、収入済額 ６４８万 ４３２円で、１目公共施設維持管理基金４ 

入金は １２８万 ０００円、２目用品調達基金４入金は３０万円、４３、４４ページ 

をお願いします。３目環境保全基金４入金は１８７万 ９３７円、４目大河内水力発２

所対策基金４入金は４１万 ４９５円、５目神河ふるさとづくり応援基金４入金は ０ 

５０万 ０００円、６目財政調は基金４入金からの４入れはございません。７目まちづ

くり基金４入金は ２１０万円、８目森林環境９９税基金４入金からの４入れはござい

ません。それぞれ各基金の目的により取崩しの上、４入れを行っています。

２０款４越金は、収入済額１す ３５２万 １５４円で、令和元年度からの４越明許 

に係る４越財源充当額 ０４６万 ０００円を２んでの４越金で、歳入総額の  ⒈４％と

なっています。

２１款繰収入は、収入済額１す ５４３万１２７円で、歳入総額の ⒈７％となってい

ます。

１項町４金３子は、収入済額１５万 １８１円で、一時４金に係る３子です。

４５、４６ページをお願いします。２項延滞金加算金及び過料は、収入済額２０７万

６２０円で、町税の延滞金です。

３項貸付金元３収入は、収入済額１２７万 ４６８円で、住３道修、新築等に係る資

金の貸付事業で、収入で済額は過年度分を２めて ５４８万 ９３２円です。 

４項受守事業収入は、収入済額７８万 ７０３円で、県道などの４４り、４４り処分
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に係る県姫路土木事務所からの環境はは受守収入です。

５項５入は、収入済額１す １１３万 １５５円で、１目康療収入は２８４万 ４２  

４円で、上小田、川上各康療所の康療報酬で、国保３合会などからの受入金です。２目

５入は１す ８２９万 ７３１円で、雑くじ市町交付金３、４７、４８ページをお願い 

します。億防団員退０報償金等受入金、給食そ７収金、グリーンエコー笠形活性化事業

分と神崎フード炊飯設は更新に係る償還受入金のほか、決算書４８ページから５２ペー

ジにかけまして、福祉医療高額療養そ給付調は金、後期高齢者医療取域３合健康補助金、

町有自動３４害保険金３建物災害共済金、ケーブルテレビ引込み工事００金、観光施設

土地等０用料、樹山高原スキー場施設０用料、観光施設維持管理００金、に庫県後期高

齢者医療取域３合派遣０員人件そ００金、二酸化炭素排出抑制対策事業そ等補助金など

を収入しています。

なお、６節給食事業収入で不納欠４額は１件、３万９２３円、収入で済額は現年、過

年度分も２め３５万 ７３６円、８節５入で収入で済額は ７００円で、学４保育お３ 

つ代及び学４保育保険料掛金分です。

５１、５２ページをお願いします。２２款町町は、収入済額１１す ６７１万 ００ 

０円で、歳入総額の１⒈２％となっています。

１項町町、１目臨時財政対策町は２す７８８万 ０００円で、地方税収等の減少に係

るものです。２目総務町は２す ５８０万円で、貸し工場はは事業、過疎地域自立促進

特別事業などに係るものです。３目民生町の収入はございません。４目０生町は７６０

万円で、病院医療機器ははに係るものです。５目農林業町は５４０万円で、取域基幹林

道開設事業に係るものです。６目商工町は１す ０３０万円で、観光施設はは３公道道

線線線線環境ははに係るものです。７目土木町３す ９９０万円で、急線線地崩線対策

事業に係るもの３、５３、５４ページをお願いします。道路はは事業分、橋梁はは事業

分、河川はは事業分及び河川水位計、監視情報システムはは事業分です。８目億防町は

１２０万円で、億防３１はは００金事業分です。９目教育町は１す ８１０万円で、 

廃校施設廃体事業分、校内９信ネットワークはは事業分です。１１目減収補廃町は ０

５３万 ０００円で、歳入合計では１０２す ４１７万 ４０９円、不納欠４額は３７  

７万 １３６円、収入で済額１す ６５６万 ６９７円となっています。起町現在高の  

状況につきましては、説明資料の１１２ページに記載していますので、後ほど御確認い

ただけれ４と思います。

以上、大まかな説明となりましたが、歳入についての説明を終わらせていただきます。

それでは、歳入の説明に引き続きまして、歳出関係の説明をさせていただきます。歳

入と同様に主な内容のみの説明となりますが、よろしくお願いいたします。

決算書歳出事項別明細書５５、５６ページを御すください。

１款議会そは、支出済額 ３６３万 ２２７円で、歳出総額の  ８％です。決算説明

資料は１８ページでございます。１項１目議会そは、議員報酬及び事務局０員３名の人
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件そ３議会だよりの印刷そなどのほか、議会費営に係る経そを支出しています。

２款総務そは、支出済額１４す １６９万 ５０３円で、歳出総額の１  ⒌０％です。

説明資料は１８ページから３７ページでございます。

１項総務管理そは１３す ７１３万 ２７１円です。１目一般管理そは４す ００９  

万 ９２２円で、５７、５８ページをお願いします。特別０２名及び一般０員１３名の

人件そ３会計年度任用０員の報酬、各区長への行政事務協力謝金、５９、６０ページを

お願いします。コンピューター保守点検委守料及び０用料、新しい生活様式への行政Ｉ

Ｔ化はは事業としてシステム導入３ネットワーク設定作業委守料、タブレットほかは品

の購入、６１、６２ページをお願いします。地方バス路線の維持確保のための公共交９

維持確保対策補助金、中間サーバー３用００金、神戸大学１１講座１１金及び神戸大学

大学院医学研究科及び医学部康療・研究・教育支援１１金などを支出しています。

２目文書管理そは ２４６万 １４９円で、町取報２印刷そのほか、文書管理業務委 

守料、例規システム０用料、サタデーナイン００金などを支出しています。

３目会計管理そは ７０４万 ０６１円で、会計課０員４名の人件そのほか、６３、 

６４ページをお願いします。指定金融機関取扱手数料など会計業務に係る経そを支出し

ています。

４目財産管理そは２す ９３２万 ２６６円で、４場本４４３神崎支４４などの維持 

管理経そが主なもので、公有建物３町有自動３の保険料、４４内外の清掃維持管理委守

料３宿日直業務、用務員業務、６５、６６ページをお願いします。窓口業務等委守料、

マイクロバス費行・管理委守料、公用３１購入そなどを支出したほか、２話交換機等更

新工事などを実施しました。積立金では、財政調は基金、町町管理基金、神河ふるさと

づくり応援基金、公共施設維持管理基金、まちづくり基金に、それぞれ基金の目的によ

り積み立てています。

５目交９対策そは１す ４３２万 ８６９円で、コミュニティバス費行委守料、６７、 

６８ページをお願いします。乗合費行業務委守料、カーブミラーの新設、区画線、転落

防止柵など交９安全施設はは工事そ３、路線バスコミュニティ料金化事業００金、長谷

駅３用促進計画実践業務００金、新型コロナウイルス感染拡大予防対策補助金などを支

出しています。

６目企画そは３す ３９５万 ８３０円で、０員８名の人件そと地域おこし協力隊事 

業３地方創生事業に係る経そが主なもので、６９、７０ページをお願いします。地域お

こし協力隊支援業務委守料、かみかわ木造インターンシップ委守料、神河男女共同参画

計画策定委守料、貸し工場の設計監理業務委守料及び施設工事請０そ、地域おこし協力

隊に係る自動３及び住３借り上げ料、００金、補助金及び交付金では、まちづくり活動

補助金、７１、７２ページをお願いします。創業促進事業補助金、シングルマザー０住

支援協議会補助金、地域おこし協力隊起業化支援補助金、新しい生活様式への感染症予

防対策事業補助金などを支出しています。
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７目ケーブルテレビ管理費営そは１す ９１２万 ７９５円で、ケーブルテレビ管理 

費営のための経そを支出しています。伝送路３放送機器の修繕、ケーブルテレビ施設指

定管理料及びケーブルテレビ業務委守料、積立金ではケーブルテレビネットワーク維持

基金積立てとして ５１５万 １２５円を積み立てています。 

７３、７４ページをお願いします。８目繰そは７８７万 ９３８円で、廃校施設跡地

活用はは事業の設計監理業務委守料、町税の過誤還付金３国県補助金等の過年度返還金

などです。また、廃校施設跡地活用はは事業で ８８４万円を令和３年度へ４り越しし

ています。

９目総合推進そは支出ございません。

７５、７６ページをお願いします。１０目億そ者行政そは２９０万 ４４１円で、億

そ者行政に係るもので、新型コロナウイルス感染症予防３食品ロス削減啓発ハンドブッ

クなどの印刷、で億そ生活中核センターへの００金が主なものです。

２項７税そは １６３万 ２２３円で、１目税務総務そは ４８５万 ２４８円で、   

７税事務０員６名の人件そと会計年度任用０員報酬のほか、土地評価総合計画等業務委

守料、２定資産税基礎図面等はは業務委守料、標準地鑑定評価業務委守料などの支出が

主なものです。

７７、７８ページをお願いします。２目７課７収そは６７８万 ９７５円で、家取調

査員謝礼３７課７収に係る納付書等の印刷代、７収指導・相談業務委守料、滞納システ

ム０用料、に庫県２子自治体推進協議会００金などを支出しています。

３項戸籍住民基本台帳そは ８３８万 ７８８円で、０員１名の人件そのほか、７９、 

８０ページをお願いします。戸籍事務、戸籍情報システム道修３個人番号カード交付事

務に要した事務経そです。

４項４４そ、１目４４管理委員会そは９４８万 ６２０円で、０員１名の人件そと４

４管理委員会委員報酬３４４経常事務に要した事務経そです。

８１、８２ページをお願いします。５項３計調査そは４４９万 ０００円で、８月人

口３計調査、工業３計調査、教育３計調査、経済センサス３計調査、８３、８４ページ

をお願いします。国３調査、農林業センサス調査の各種３計調査のほか、３計調査員確

保対策に要した経そです。

６項監査委員そは５５万 ６０１円で、監査委員の報酬、そ用６償などで、例月監査、

決算審査、定期監査、行政監査などに要した経そです。

８５、８６ページをお願いします。３款民生そは、支出済額２５す ０２５万 ２３ 

４円で、歳出総額の２⒍０％です。説明資料は３８ページから５０ページです。

１項社会福祉そは２１す ２４８万 ２６６円で、１目社会福祉総務そは１５す ３  

７２万 ３８９円で、０員４名の人件そのほか、会計年度任用０員の報酬、民生費４委

員そ用６償、特別定額給付金事業に係るシステム道修委守料、８７、８８ページをお願

いします。防犯カメラ設置工事そ、町社会福祉協議会補助金、特別定額給付金、住３道
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修助成そなどを支出し、４出金では国民健康保険事業特別会計と介護保険事業特別会計

へそれぞれ４り出しをしています。

２目・人福祉そは ３７３万 １１３円で、８９、９０ページをお願いします。・人 

クラブ関係活動補助金、取域シルバー人材センター００金、各ミニデイボランティアグ

ループ活動支援金、・人保護措置そなどを支出しています。

３目心３障害者福祉そは３す ３６５万 ３６９円で、９１、９２ページをお願いし 

ます。相談支援委守料、中０福祉会への管理費営そ等補助金、障害者・障害費等自立支

援に係る居３介護、生活介護などの介護給付そ、生活用具購入そ３補装具購入そなどを

支出しています。また、障害者自立支援事業システム道修事業で２１７万 ０００円を

令和３年度へ４り越しています。

４目医療助成そは １８４万 ６３８円で、で医師会等協力金、９３、９４ページを 

お願いします。医療事務処理等に係る委守料、重度障害者３乳４費、母子家庭、高齢重

度心３障害者などの医療そが主な支出です。

５目国民年金事務そは８２０万 ４３１円で、０員１名の人件そと国民年金事務に要

した事務そです。

６目民主化推進そは１６７万 ４４８円で、９５、９６ページをお願いします。人権

活動事業補助金などを支出しています。

７目後期高齢者医療そは２す ９６３万 ８７８円で、被保険者に対する療養給付そ 

００金、取域３合共９経そ分７金３後期高齢者医療事業特別会計の４出金が主なもので

す。

２項費４福祉そは４す ７７７万 ９６８円で、１目費４福祉総務そは ９３６万   

５３２円で、会計年度任用０員の報酬、９７、９８ページをお願いします。病費・病後

費保育施設はは設計監理業務委守料及び工事請０そ、各種団体への補助金、００金、子

育て世帯臨時特別給付金のほか、こどもを健３かに生み育てる支援金４４件分などを支

出しています。２目費４措置そは１す ２４６万 ９８４円で、費４手当が主なもので 

す。３目保育所そは２す ５９４万４５２円で、神崎保育費３寺前保育所などの私立保

育所費営そ委守料のほか、一時４かり事業、延長保育促進事業補助金、公立及び私立施

設型給付そ００金、９９、１００ページをお願いします。保育所等副食そ補助金、新型

コロナウイルス感染拡大予防対策事業補助金などを支出しています。

３項災害救助その支出はございません。

４款０生そは、支出済額１８す １９０万 １２８円で、歳出総額の１  ⒏３％です。

説明資料は５０ページから５９ページです。

１項保健０生そは９す ０１１万 ６５９円で、１目保健０生総務そは８す ８１４  

万 ６６９円で、０員１３名分の人件そ３会計年度任用０員の報酬のほか、１０１、１

０２ページをお願いします。公立神崎総合病院事業会計の補助金、出資金及び新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止等対策補助金、水道事業会計への補助金、介護療育支援事業
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特別会計への４出金を支出しています。

２目健康づくり対策そは ５４３万 ６４３円で、健康づくり対策事業に係る会計年 

度任用０員報酬、医薬材料そ、個別接種委守料、各種康療事業、１０３、１０４ページ

をお願いします。健康教育、特定健康、婦人健康、医師、看護師等派遣などの委守料を

支出しています。また、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業で ８８６万 

０００円を令和３年度へ４り越ししています。

３目母子０生そは９５０万 ６２７円で、１０５、１０６ページをお願いします。３

婦健康委守料、乳４費相談３各種教室などの医師、看護師等業務委守料、特定不３治療

助成金などを支出しています。

４目保健０生施設管理そは ０１５万 ３９１円で、大河内保健福祉センターの施設 

管理に要したそ用３空調設は道修工事そを支出しています。

５目康療所そは６８８万 ３２９円で、１０７、１０８ページをお願いします。川上

・上小田康療所に係る康療３康療報酬委守料のほか、で医師会による在３当番医制協力

金などを支出しています。

２項環境０生そは ５０５万 ５８３円で、１目環境０生そは ４４２万 ７６３円   

で、０員８名の人件そと、１０９、１１０ページをお願いします。町有施設省エネルギ

ー管理業務委守料、地球温暖化対策推進業務委守料３中０北部行政事務組合０葬場分の

００金などを支出しています。

２目公害対策そは６３万 ８２０円で、河川の水質検査委守料です。

３項清掃そは７す ６７２万 ８８６円で、１目ごみ処理そは２す ０８７万 ４８   

８円で、廃棄物の減万化３普及啓発の取組を行い、廃棄物処理業務などの委守料、中０

北部行政事務組合クリーンセンター００金、町内１７団体に資源ごみ回収補助金３、１

１１、１１２ページをお願いします。２５台分の家庭用生ごみ処理容器購入そ補助金な

どを支出しています。

２目し尿処理そは４す ５８５万 ３９８円で、し尿処理に係る事務経そのほか、合 

併ビ化ビの修繕そ及び管理委守料、中００生施設事務組合００金、下水道事業会計への

補助金、出資金などを支出しています。

○議○（ ○ 良幸君） 説明の途中ですが、ここで暫時休憩をいたします。

再開を１０時３０分といたします。

午前１０時０８分休憩

午前１０時３０分再開

○議○（ ○ 良幸君） 再開します。

それでは、休憩を廃き、次に、５款農林水産業そからお願いいたします。

お願いします。

○会計管理者兼会計課○（北川 由美君） 会計課、北川でございます。それでは、引き
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続き説明をさせていただきます。

１１１、１１２ページをお願いします。５款農林水産業そ、支出済額５す ６５６万

９４４円で、歳出総額の ⒍０％です。説明資料は５９ページから７０ページです。

１項農業そは４す ０４２万３４９円で、１目農業委員会そは ３９４万４１７円で、 

農業委員会費営のための事務そ３農業委員報酬、事務局０員１名の人件そなどが主なも

のです。

１１３、１１４ページをお願いします。２目農業総務そは ７３２万 １２４円で、 

０員５名の人件そと会計年度任用０員の報酬３農業関係の事務に要した経そなどを支出

しています。

１１５、１１６ページをお願いします。３目農業振興そは１す ３３２万 ６８８円 

で、会計年度任用０員の報酬３農会長への農政事務協力謝礼のほか、サル監視員委守料、

農業振興地域はは計画策定業務委守料、１１７、１１８ページをお願いします。中山間

地域等直接支払交付金、多面的機能支払交付金、地域農業再生協議会補助金、地域集積

協力金、シカ捕獲専任班支援事業補助金、農業次世代人材投資事業補助金、強い農業・

０い手づくり総合支援補助金、スマート化促進機材導入補助金などを支出しています。

４目農地そは ７８４万 ４５６円で、１１９、１２０ページをお願いします。ため 

池防災対策情報はは委守料、水路などの道修工事に８件分の町単独土地道良事業補助金

などを支出しています。また、ため池緊急防災体制はは事業で、 ０２０万円を令和３

年度へ４り越ししています。

５目農業施設管理そは９３５万 ６８５円で、水３公費公道トイレの取５の修繕３清

掃維持管理委守料、道の駅施設管理委守料、水３公費指定管理料などを支出しています。

１２１、１２２ページをお願いします。６目地籍調査そは２す ８６２万 ９７９円 

で、山林部の地籍調査事業に係る経そで、０員１１名の人件そ３調査に係る推進委員の

謝礼のほか、調査地区の測万等委守料３地籍情報管理システムのリース料などを支出し

ています。また、地籍調査事業で １０３万 ０００円を令和３年度へ４り越ししてい 

ます。

１２３、１２４ページをお願いします。７目山村振興対策事業そは５万円で、県地域

振興対策協議会への００金です。

２項林業そは１す ９６９万 ４３４円で、１目林業総務そは ６５２万 ９４６円   

で、０員１名の人件そ３県治山林道協会００金、取域基幹林道千ケ樹・三国岳線工事そ

００金などを支出しています。

２目林業振興そは１す ３１６万 ４８８円で、１２５、１２６ページをお願いしま 

す。木工芸センターの指定管理料、ナラ枯れ対策業務委守料、町森林経営管理事業委守

料、町内１４の生産森林組合への補助金、環境対策育林事業補助金、緊急防災林はは事

業００金、針葉樹林と取葉樹林の樹交はは事業００金、危険木伐採１１件と山林出水対

策３件の治山治水工事補助金、町森林はは事業補助金、スマート化促進機材導入補助金、
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林業ＩＴ化促進機器導入補助金を支出したほか、森林環境９９税基金に積立てを行いま

した。

３項水産業そは６４５万 １６１円で、寺前、長谷、越知川の各漁協へ線３３法人へ

の補助金を支出しています。

６款商工そは、支出済額４す ５３６万 ９０４円で、歳出総額の  ⒋９％です。説明

資料は７０ページから７７ページです。

１項商工そは４す ５３６万 ９０４円で、１目商工振興そは２す ７８１万７５円  

で、１２７、１２８ページをお願いします。０員３名の人件そ３休業要請事業者経営継

続支援金給付事業委守料、神河町商工会への費営補助金、ハートフル商品券発行に伴う

商業振興事業補助金、事業所元気回復支援給付金、子育て世帯地域商品券交付金、地域

商品券交付金、観光商品券交付金などを支出しています。また、休業要請事業者経営継

続支援事業で、２２４万円を令和３年度へ４り越ししています。

２目観光振興そは１す ９７６万 ４４２円で、０員３名の人件そと会計年度任用０ 

員の報酬、１２９、１３０ページをお願いします。町内各観光施設に係る修繕そ３、わ

くわく公費、ホテルモンテ・ローザ、観光交流センター、農村環境道善センター、グリ

ーンエコー笠形体育施設、１３１、１３２ページをお願いします。桜華費、ヨーデルの

森、各観光施設への指定管理料、観光施設道料公道道線線線線設置委守料、各観光施設

に係る土地の借り上げ料、グリーンエコー笠形響の湯道修工事、観光施設トイレ道修工

事などのほか、神河町観光協会への補助金、観光施設等３携プロジ６クト事業助成金、

指定管理施設事業再開支援給付金などを支出しています。

１３３、１３４ページをお願いします。３目大河内高原ははそは１す ７７８万 ３ 

８７円で、樹山、費樹高原ははに係る事業そとなっており、ホテルリラクシア及びスキ

ー場に係る修繕料、施設管理委守料、看板作成委守料、樹山高原環境保全対策調査委守

料、樹山高原直９バス借り上げ料３ホテルリラクシアのマイクロバス、３トラックなど

の自動３借り上げ料、スキー場関３等工事そ、融雪材料そなどのほか、１３５、１３６

ページをお願いします。乗用芝４り機１台の購入を行いました。また、大河内高原はは

事業、樹山高原スキー場事レンデ事化工事で６９３万 ０００円は、令和３年度へ４り

越ししています。

７款土木そは、支出済額６す８４１万 ２７２円で、歳出総額の ⒍１％です。説明資

料は７８ページから８６ページです。

１項土木管理そ、１目土木総務そは１す ９２９万 ４６１円で、０員１０名の人件 

そ３会計年度任用０員の報酬、長谷駅、寺前駅及び新野駅のトイレ清掃委守、寺前駅前

駐３場及び寺前駐３場の管理委守料、１３７、１３８ページをお願いします。道路台帳

修正委守料、公共土木積算システム保守委守料、土地３用計画策定業務委守料、鍛治・

長谷・岩取地内における急線線地崩線対策事業００金などが主な支出です。

２項道路橋梁そは３す ８３１万 ６０４円で、１目道路橋梁維持そは１す ７８０  
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万 ５０４円で、道路万明万の２気代、線万Ｄへの交換作業３町道の除４作業及び除雪

委守料、チ６ーン着脱場の管理委守料などのほか、樹山線をはじめとする町道の舗装修

繕工事３維持修繕工事が主な支出です。

１３９、１４０ページをお願いします。２目道路橋梁新設道良そは２す ０５０万 

１００円で、道路トンネル補修設計業務、橋梁補修設計業務などの委守料、神崎・市川

線、水走り中河原線、作畑・新田線などの道路道良工事、大山橋、段床橋、観音橋など

橋梁補修工事を実施しています。また、道はは交付金事業、町道水走り中河原線で ７

９０万円、町単独町道道良事業、町道作畑・新田線で ４３５万 ０００円、社会資本 

はは総合交付金事業、橋梁長整命化修繕工事で１す ９５０万円、合計２す １７５万 

０００円を令和３年度へ４り越ししています。

３項河川そ、１目河川そは ９２３万 ０９０円で、防災気３情報提３業務委守料、 

河川クリーン作戦事業委守料、河川水位計監視情報システムはは委守料のほか、谷垣内

川、谷山川、上の段川などの河川道修工事、土休谷川維持修繕工事などを実施していま

す。

４項都市計画そ、１目都市計画総務そは７万７８２円で、１４１、１４２ページをお

願いします。かみかわ銀の馬３道まちづくり協議会補助金を支出しています。

５項住３そは １４９万 ３３５円で、１目住３管理そは ０２６万 ８２３円で、   

町内５か所の町営住３維持管理経そのほか、特定空家等・朽度判定調査委守料、長谷住

３借り上げ料、２件の特定空家除却工事そ、若者世帯向け家賃補助金、住３取７支援補

助金１６件、リフォーム支援補助金２２件、公的賃貸住３家賃対策調は補助金、特定空

家等除却事業補助金などを支出しています。

２目住３建設そは１２３万５１３円で、１４３、１４４ページをお願いします。カク

レ畑水道設は管理委守料などを支出しています。

８款億防そは、支出済額２す ７４２万 ４２９円で、歳出総額の  ⒉４％です。説明

資料は８６ページから８８ページです。

１項億防そは２す ７４２万 ４２９円で、１目常は億防そは１す ２１９万２１３  

円で、姫路市億防局への億防事務委守料、中０億防署救助工作３及び指令３更新に伴う

００金などを支出しています。

２目２常は億防そは ０７０万 ６９７円で、本部４員、本部付団員、分団長、副分 

団長、班長、団員の報酬、退団者への退０報償金、２常時の出動に伴う団員そ用６償、

１４５、１４６ページをお願いします。福祉共済制度掛金、公務災害補償掛金、退０報

償金掛金などを支出しています。

３目億防施設そは７４５万 ９８６円で、億防団各部のポンプ自動３の３料代３修繕

などの維持管理経そ３３１０送委守料などを支出しています。

４目災害対策そは ７０６万 ５３３円で、ハザードマップ更新等業務委守料、戸別 

受信機、取外アンテナ等設置委守料、１４７、１４８ページをお願いします。防災行政
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道線システム等、保守業務委守料などを支出しています。また、避難所の感染症対策と

して間仕切り３避難所用マットなど、は品の購入を行いました。

９款教育そは、支出済額１０す ５２５万 ５２９円で、歳出総額の１  ７％です。

説明資料は８９ページから１１０ページです。

１項教育総務そは２す ３５３万 ５７３円で、１目教育委員会そは１０５万 ４４  

８円で、教育委員４名の報酬、そ用６償など一般的事務経そです。

２目事務局そは２す ２４７万 １２５円で、１４９、１５０ページをお願いします。 

教育長及び０員６名の人件そと会計年度任用０員の報酬、スクールソーシャルワーカー

の謝礼、スキー実７事業委守料、学校施設等長整命化計画策定業務委守料、１５１、１

５２ページをお願いします。廃校施設廃体撤去設計監理委守料及び工事請０そなどのほ

か、１８件のスポーツ・文化競技大会出場激励金を支出しています。

２目小学校そは１す ４２１万 ２５７円で、１目小学校管理そは１す ２４２万   

１８６円で、小学校３校の学校医等に係る報酬のほか、０員１名の人件そ３会計年度任

用０員の報酬、１５３、１５４ページをお願いします。各種教材などの億耗品３小学校

における施設管理費営経そ、９学バス委守料、ＧＩＧ線スクールサポーター配置支援業

務委守料、校内９信ネットワークはは事業委守料及び工事請０そ、１５５、１５６ペー

ジをお願いします。パソコンリース料、費４用端末機器等は品購入、指導書及び指導用

準拠教材購入そなどを支出しています。また、学校教育活動継続支援事業で２４０万円

を令和３年度へ４り越ししています。

２目小学校教育振興そは １７９万 ０７１円で、会計年度任用０員の報酬、新型コ 

ロナウイルス感染症対策学７指導員講師謝礼、小学校環境体７活動事業委守料のほか、

１５７、１５８ページをお願いします。要保護、準要保護と特別支援学級費４への援助

そを支出しています。

３項中学校そは １８７万 ０２９円で、１目中学校管理そは ５０９万 ４６２円   

で、神河中学校の学校医等の報酬、０員１名の人件そ、会計年度任用０員の報酬等、中

学校における施設管理費営経そのほか、１５９、１６０ページをお願いします。９学バ

ス委守料、校内９信ネットワークはは事業委守料及び工事請０そ、パソコンのリース料、

生徒用端末機器等は品購入などを支出しています。また、学校教育活動継続支援事業で

８０万円を令和３年度へ４り越ししています。

１６１、１６２ページをお願いします。２目中学校教育振興そは６７８万 ５６７円

で、外国語指導助手などの報酬、新型コロナウイルス感染症対策指導員配置事業として、

学７支援、学７指導の講師謝礼、トライ３る・ウイーク事業委守料、要保護、準要保護

と特別支援学級生徒への援助そなどを支出しています。

４項４４費そ、１目４４費そは１す ６８５万 ４０２円で、４４費に係る費医３歯 

科医等の報酬、０員１０名分の人件そ３会計年度任用０員の報酬、１６３、１６４ペー

ジをお願いします。４４費における施設管理費営経そなどを支出しています。１６５、
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１６６ページをお願いします。また、新型コロナウイルス感染症対策として、空気清ビ

機などのは品の購入を行っています。

５項社会教育そは１す １９１万 ８４８円で、１目社会教育総務そは ９２５万   

４６０円で、社会教育委員、文化財保護審議委員の報酬、０員５名の人件そ、会計年度

任用０員の報酬などのほか、文化財保存計画策定に係る調査謝礼及び招聘旅そ、１６７、

１６８ページをお願いします。文化財保存活用地域計画委守料、学４保育クラブ管理費

営事業、寺前学４ルーム拡張工事の設計監理業務委守料及び工事そのほか、で青少年補

導センター００金、人権文化推進などのための各補助金などを支出しています。

１６９、１７０ページをお願いします。２目公民館そは ４６９万６７１円で、中１

公民館及び神崎公民館の０員３名の人件そ、会計年度任用０員、公民館長などの報酬、

神河シニアカレッジの費営３公民館の各教室などの経そ、公民館施設の光熱水そ３修繕

料、１７１、１７２ページをお願いします。施設の清掃委守料、施設管理業務委守料、

公演委守料、神崎公民館取５道修工事請０そ、図書の購入、町文化協会への補助金など

を支出しています。

１７３、１７４ページをお願いします。３目社会教育施設費営そは ７９６万 ７１ 

７円で、費４センター、子育て学７センターの管理費営に係るもので、各種事業におけ

る会計年度任用０員の報酬、各社会教育施設の光熱水そ３修繕料、施設管理業務委守料

３費４センターの遊戯ホールの天井万明器具取替え工事請０そなどを支出しています。

６項保健体育そは２す ６８４万 ４２０円で、１７５、１７６ページをお願いしま 

す。１目保健体育総務そは４６１万 ２９７円で、保健体育一般事務に係るもので、ス

ポーツ推進委員の報酬、ワールドマスターズ事ームズ２０２１関西神河町実行委員会へ

の委守料、町体育協会の補助金などを支出しています。

２目体育施設管理そは ８０５万 ４２０円で、はにおか費動公費、町民体育館、町 

民温水プール、神崎体育センター、すぱーく神崎、町民グラウンド、松ケ瀬グラウンド、

越知谷アクティブセンターの各体育施設の維持管理に係る経そで、会計年度任用０員の

報酬、各施設の光熱水そ３修繕料、１７７、１７８ページをお願いします。施設の管理

委守料、スイミングスクール委守料、新型コロナウイルス感染症対策として、社会体育

施設の手洗い自動水０化工事そ、２接触型体温計等は品の購入などを支出しています。

３目学校給食そは１す ４１７万 ７０３円で、０員５名の人件そ、会計年度任用０ 

員の報酬など、１７９、１８０ページをお願いします。学校給食に係る経そで、光熱水

そ、調理機器等の修繕料のほか、施設管理の各委守料、１８１、１８２ページをお願い

します。調理機器等のリース料、コンテナ室兼洗ビ室の冷房設置工事、主食３副食の原

材料そ、給食に係る一般は品購入、要保護、準要保護と特別支援学級の費４生徒に係る

給食の援助そ、学校臨時休業対策補償金などを支出しています。

１０款公町そは９す ３６４万 ００４円で、歳出総額の  ⒐８％です。説明資料は１

１０ページです。
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１項公町そ、１目元金は一般公共事業町３一般単独事業町などの長期町の元金償還金

で９す ５１６万 ７６０円。２目３子は、一般公共事業町３一般単独事業町の３子償 

還金３一時借入金３子で ８４７万 ３７２円。１８３、１８４ページをお願いします。 

３目公町繰そは、支出済額 ８７２円で、起町償還に伴う手数料です。

１１款繰支出金は、科目設定のみで執行額はございません。

１２款予はそは、５２２万 ０００円をそれぞれの科目に充用しました。

歳出合計では、支出済額９９す ４１５万 １７４円、４年度４越額として、４越明 

許そ３す ５２４万 ０００円となっています。 

１８５ページをお願いします。一般会計決算実質収支に関する調書でございます。内

容につきましては、決算額の報告の際、説明いたしましたので省略させていただきます。

１８６、１８７ページをお願いします。財産に関する調書でございます。

公有財産の項目の土地及び建物では、土地の決算年度中の普減は、行政財産の学校、

４４費で、越知谷小学校幼校のため、１万 １６ ⒐０９平方メートルを行政財産から普

９財産へ振替を行いました。社会教育、体育施設では、地域交流センターの幼費に伴い

７８７平方メートルと、平成３１年３月１日幼館となったかんざき７林７芸館の ３ 

００平方メートルの合計 ０８７平方メートルを行政財産から普９財産へ振替を行いま

した。その他施設では、福本し取し廃寺推定跡地の取７に伴い ５３６平方メートルの

普、４し引きして行政財産は合計で１万 ７２ ０９平方メートル減少しました。普９

財産の３地では、秋桜タウン１区画２４⒋５３平方メートルの普、その他では福本貸し

工場２万 ５６３平方メートル、越知谷小学校プール用地４０２平方メートル及び行政

財産からの振替分を足しまして、４万 ２２ ⒈０９平方メートルの普。普９財産は合計

４万 ４６ ⒌６２平方メートルの普。行政財産、普９財産合わせて２万 ７４ ⒌５３平

方メートル普加し、土地の決算年度末現在高は９４万 ８０ ⒎６９平方メートルになり

ました。

建物については、行政財産の学校、４４費では、越知谷小学校、４４費の幼校、幼費

に伴い、 ３４ ⒉７２平方メートルを普９財産へ振替を行いました。社会教育体育施設

では、地域交流センターの幼費に伴い、 ５３ ⒊２２平方メートルを普９財産へ振替を

行いました。観光交流施設では、新田ふるさと村管理棟の廃体により２１⒋２９平方メ

ートルの減、行政財産は合計で ０９ ２３平方メートル減少しました。普９財産のそ

の他は、大山小学校及び４４費の廃体による減と、福本貸し工場、ゆめ花館、かんざき

７林７芸館及び行政財産からの振替分による普加分を４し引きしまして、普９財産は

８８⒎７１平方メートル普加しました。行政財産と普９財産の合計では、２０⒉５２平

方メートル減少し、建物の決算年度末現在高は８万 ７９ ⒎９５平方メートルになりま

した。

１８８ページをお願いします。有価証券につきましては普減ございません。出資によ

る権３につきましては、に庫みどり公社がに庫県農業会議と３合し、令和３年４月１日
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より、ひ２うご農林機構に名称が変更となっています。ひ２うご農林機構の出資金につ

いては、新たに農家子弟の親元就農促進３、次世代のビジネスリー３ーとしての農業後

継者を育成するための事業を実施するに当たり、現在の費用道による事業展開では事業

そに不足が生じるため、各市町からの出資金で造成している積立資産の取崩しが令和元

年度に引き続き行われました。これにより、神河町分で１８万 ０００円減少し、万高

が３２２万 ０００円となりました。出資による権３合計では、決算年度末現在高は 

９９１万 ０００円となっています。

公営企業会計への出資では、公立神崎総合病院への出資につきましては１す ５１０

万 ０００円、監査で指万されておりました病院事業の出資金万高と一般会計の出資金

万高の４残を本年度調はしまして、出資万高は３３す ４０９万 ０００円となってい 

ます。また、下水道事業への出資金は １９１万 ０００円で、病院事業と同様に下水 

道事業の出資万高も調はを行い、出資万高は２す ８２５万 ０００円となり、合計で 

年度末現在高は３６す２３５万円となっています。

１８９ページをお願いします。町権では、住３資金等貸付金で元金返済により１００

万 ０００円の減、医師修学資金貸９金で６名分 ４４０万円の普、町権合計で４引き 

３３９万 ０００円の普となり、合計で年度末現在高は２す ０２６万 ０００円と   

なっています。基金では、それぞれの基金の目的により、取崩し及び積立てを行いまし

た。財政調は基金では、 １６４万 ０００円を積み立てし、１２す ３２４万 ００   

０円の万高となったほか、基金合計での決算年度中の普減が４引き ５９７万 ０００ 

円の普となり、年度末現在高は２６す ６３７万 ０００円となりました。 

１９０ページをお願いします。物品では、普９乗用３で健康福祉課のキューブとカロ

ーラワゴンを廃３及びクラウンを９７し、クラウンを１台購入し、４引き２台の減。３

自動３は４台廃３し、新たに４台の購入を行ったため、４引き普減はありません。億防

３１につきましては、粟賀町部のポンプ自動３を廃３にしたため、億防ポンプ自動３で

１台の減。小型動力ポンプ付３四積載３は、粟賀町部で１台購入、作畑新田部で１台廃

３したため、４引き普減はありません。

以上、令和２年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について、これで説明を終わ

らさせていただきます。よろしく御審議賜りますよう、お願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 大変御苦労さまでございました。

次に、一般・特別会計決算説明資料の説明を求めます。

黒田総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でございます。そうしまし

たら、少しお時間を頂戴いたしまして、決算説明資料につきまして、概略につきまして

御説明をさせていただきたいというふうに思います。

まず、表２をめくっていただきまして、１ページから１１ページにつきましては、決

算の概要につきまして掲載をしてございます。少し、３ページのほうの決算数値のとこ
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ろをお開きいただいて見ていただきたいと思います。⑫番の経常収支比率でございます。

経常収支比率につきましては、財政構造の弾力性を示す指標でございまして、２常に注

視をしている指標ということになります。令和２年度につきましては、前年度と比較を

いたしまして、⒋８％ほどの道善ということになってございます。それで、主な普減の

要因につきまして申し上げます。まず、分母に当たります普９交付税でございます。こ

れにつきましては、臨時財政対策町を込みの部分で普９交付税が伸びたといったところ

が要因でございます。そして、分子に当たります公町そにつきましては、合併特例町等

の償還等が進捗が大分進んだといったところで、元３の償還が減っていったといったと

ころで公町そが減額になった。主なところは、こういったところが要因ということでご

ざいます。

続きまして、１１ページのほうですが、１１ページにつきましては、各会計別の決算

額の状況を掲載をいたしてございます。そして、１２ページ、１３ページにつきまして

は、目的別の歳入歳出につきましての対比を載せてございます。一般会計の部分でござ

います。

続いて、１４ページ、１５ページでございます。これも一般会計の部分ですが、目的

別の経その状況ということで、主な普減理由を掲載をいたしてございます。

それから、１５ページは不用額の一すということで、令和２年度につきましては、引

き続き不用額につきまして注視しながらできるだけ早期の執行といったところで、多額

の不用額が生じないように努めてまいりました。そうした中で、不用額の内容につきま

して掲載をいたしてございます。

そして、１６ページにつきましては、住民の１人当たりの歳入歳出額の内０というこ

とでございます。

続いてのページにつきましては、まちづくりの施策の体系をは考欄に掲げながら、そ

れぞれの事業別の資料をつけてございます。一般会計に係る部分でございまして、事業

別、款、項に準じまして、事業別の内０、財源内０、それから主な実施の内容等につい

て掲載をしてございます。これが１１０ページまでございますので、先ほどの会計管理

者のほうの説明と併せてみて万らし合わせながら御すいただけたかとは思いますが、こ

ちらのほうに少し事業の詳細を上げておりますので、よろしくお願いをいたしたいと思

います。

続いて、１１１ページにつきましては、基金の状況ということで掲載をいたしてござ

います。

１１２ページにつきましては、地方町の現在高の状況を載せてございます。

１１３ページからは、普９会計ベース、決算３計の状況といったところで、計数の分

析状況を掲げてございます。

１１７ページからは、億そ税関係の引上げがありました億そ税交付金の充当関係を上

げてございます。１１７、１１８ページで９ったところを上げさせていただいてござい
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ます。

そして、少しめくっていただきまして、資料編ということで、公町その償還金の万高

明細書を掲載をさせていただいてございます。

そして、償還表に続いて、区要望等のありました事業の内容について掲載をさせてい

ただいてございます。

そして、資料４ということで、先ほど来あります決算等の指標の、主に類似団体の比

較を表してございますが、そういった分析のところの表を添付をさせていただいてござ

います。

以上、簡単ではございますが、こういったところの資料の添付も御参考にいただき、

十分に御審議をいただけたらというふうに思いますので、よろしくお願いをいたします。

以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１０６号議案の提案説明が終わりました。

次に、第１０７号議案、令和２年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認

定の件についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１０７号議案、令和２年度神河町介護療育支援事業特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

神河町介護療育支援事業は、障害のある子３の療育３家族への直接的支援はもとより、

学校３各町保健０当、健康福祉事務所との３携を９して障害のある子３たちを支えてお

り、神崎で３町で共同費営しております。令和２年度の小費療育延４３用費数は、就学

前費４４１人、就学費 ９８６人、合計 ４２７人。収入済額 ９５４万 ４６０円、   

支出済額 ６８０万 ６６３円、歳入歳出４引き万額は ２７３万 ９７７円でござい   

ます。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、病院総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。

井上病院総務課長。

○病院総務課○兼施設課○（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。それでは、

詳細説明を事項別明細書で説明させていただきますので、５ページ、６ページをお願い

をいたします。

まず、歳入から御説明申し上げます。１款分０金及び００金は、市川町、福崎町から

の費営その００金 ２７０万 ０００円でございます。 
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２款４入金の１目一般会計４入金は、神河町の費営００金で ２６９万 ０００円。 

３款４越金は、前年度４越金５３６万 ０５８円でございます。

次に、４款繰収入、１項事業収入でございますが、１目障害費９費事業収入で ２９

４万 ４３２円。２目障害費相談支援事業収入で３２９万 ２４０円でございます。次 

に、２項受守事業収入９２万 １６０円は、０員を各町の介護予防教室３大学等へ講師

として派遣した事業収入でございます。３項の３用者００金９０万 ５０８円は、１３

の個人００分でございます。ちなみに、３歳から５歳費は全額公そ００でございます。

４項の５入は２６万２４２円で、町有自動３４害保険受入金、０員健康康査の助成金な

どでございます。

５款県支出金は、新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金県交付金４５万円でご

ざいます。

以上のとおりで、歳入合計は ９５４万 ６４０円でございます。 

次に、７ページ、８ページの歳出を御すください。１款業務そ ５２５万 ６６３円 

で、人件そが主なものでございます。まず、１節報酬 １５９万 ３６２円は、会計年 

度任用０員である保育士２名、社会福祉士１名、事務員１名と費転員２名の計６名分で

ございます。２節給料 ６５６万６００円は、作業療法士、理学療法士、言語ごご士、

ケースワーカーの正０員４名分でございます。３節０員手当等 １２３万 ９４９円は、 

正０員の各種０員手当と会計年度任用０員の期末手当で、４節共済そ８４８万 １７８

円は、正０員の共済そ及び会計年度任用０員の社会保険料等でございます。８節報償そ

は、新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金４５万円。９節旅そは５３万 ８９２

円で、その内０は、普９旅そ２万 ９１１円と会計年度任用０員そ用６償、９円手当部

分でございますが、５１万 ９８１円でございます。１１節分用そは３７０万 ０５１ 

円で、主に３料そ、光熱水そ、施設及び公用３の修繕などでございます。１２節４務そ

は、９話料３公用３の保険料などで５０万 １８８円。１３節委守料は、清掃維持管理、

エレベーター保守点検等で１３６万 ０５５円でございます。

９ページ、１０ページをお願いいたします。１４節０用料及び賃借料は、財務会計シ

ステムの賃借料、土地借り上げ料３コピー０用料などで５５万６８８円。１８節は品購

入そは、入ートパソコン２台購入で２２万 １００円。１９節００金、補助及び交付金

はゼロ円。２２節補償、補廃及び賠償金はゼロ円。２７節公課そは、自動３重万税５万

６００円でございます。

２款公町そは、償還金、３子及び３引料で科目を設定しておりましたが、ゼロ円でご

ざいます。

３款繰支出金の償還金１５５万 ０００円は、令和元年度末で脱退された姫路市の事

業脱退精算金でございます。

以上のとおりで、歳出合計は ６８０万 ６６３円でございます。 

次に１１ページ、１２ページには、実質収支に関する調書と財産等に関する調書をつ
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けておりますので、御すいただきたいと存じます。

また、説明資料につきましては、公立神崎総合病院事業会計と神河町訪問看護事業特

別会計とともにお示しをさせていただいております。その資料の２１から２３ページに

掲載をしておりますので、また後ほど御すをいただきたいというふうに思います。

以上で詳細説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いをいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１０７号議案の提案説明は終わりました。

次に、第１０８号議案、令和２年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１０８号議案、令和２年度神河町国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、国民健康保険税２す４２６万 ３１１円、国庫支出金３９３万 ０００円、 

県支出金９す ３８２万５４７円、４入金 ５０５万 ５６０円、４越金 ４９９万    

１２５円などでありまして、歳入合計は１２す ４９４万 １６８円となっております。 

歳出では、総務そ ４７７万 １４４円、保険給付そ９す ０１９万 ９２２円、国   

民健康保険事業そ納付金３す ２８４万 １３３円、保険事業そ８４４万 ２７２円、  

繰支出金８８６万 ２９８円など、歳出合計は１２す ５６８万 ７６９円となってお  

り、歳入歳出４引き額は ９２５万 ３９９円で、実質収支額も同様となっております。 

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。

平岡住民生活課長。

○住民生活課○（平岡 民雄君） 住民生活課、平岡でございます。それでは、詳細につ

きまして御説明させていただきます。

決算書の事項別明細書５ページ、６ページをお願いいたします。まず、歳入ですが、

主なものの収入済額を説明いたします。

１款国民健康保険税の総額は２す４２６万 ３１１円で、収入で済額が ４６５万  

６５３円です。収入額の内０は、１項１目一般被保険者分２す３９０万 ３６７円で、

うち１節現年課税分が１す ６３６万 ５９０円。２節滞納４越分７５４万 ７７７円  

で、税の３つの区分はそれぞれは考に記載のとおりでございます。２目退０被保険者分

は３６万９４４円で、うち現年分がゼロ円、滞納分が３６万９４４円で、税の３区分は

は考のとおりでございます。

２款０用料及び手数料は６万 ２００円で、保険税２促手数料でございます。

－１０４－



３款国庫支出金の総額は３９３万 ０００円で、内０は、１項１目災害臨時特例補助

金１０６万 ０００円、２目社会保障・税番号システムははそ補助金２８７万 ０００ 

円です。

７ページ、８ページをお願いします。４款県支出金の総額は９す ３８２万５４７円

で、全額１項１目の保険給付そ等交付金です。その内０は、は考欄に記載のとおり、普

９交付金が９す ６８１万 ３４７円、特別交付金が ７００万 ２００円です。   

５款財産収入２９万 ９８８円で、財政調は基金の３子です。

６款４入金の総額は ５０５万 ５６０円で、内０は、１項１目１節保険基盤安定４ 

入金 ２８８万 ５５２円。は考欄に保険税３減分と保険者支援分の内０を記載をして 

おります。２節０員給９そ等４入金 ７３９万 ２０８円。３節出産育費一時金４入金 

８４万円。４節財政安定化支援事業４入金は交付税算入分で３９２万 ８００円です。

９ページ、１０ページをお願いします。７款４越金は前年度４越金で、 ４９９万 

１２５円です。

８款繰収入は、総額２５０万 ４３７円で、１項１目延滞金は８１万 ４２５円。２ 

項１目第三者納付金は５６万 ０８０円、２目返納金４７万 ２０１円、３目５入は特 

定健康実そ７収金等で、６５万 ７３１円です。

以上、歳入合計が１２す ４９４万 １６８円です。 

続きまして、歳出でございます。１１ページ、１２ページをお願いいたします。主な

項目の支出済額を説明いたします。

１款総務その総額は ４７７万 １４４円です。このうち１項１目一般管理そは ４  

４２万 ８１６円で、節の主なものは報酬、給料、０員手当等、共済そ、分用そ、委守

料などで、その詳細はは考欄に記載のとおりでございます。２項１目７課７収そは３１

万 ３２８円です。

１３ページ、１４ページをお願いいたします。３項１目費営協議会そは、費営協議会

の委員報酬、そ用６償で３万円です。

２款保険給付その総額は９す ０１９万 ９２２円です。内０は、１項療養繰その総 

額は７す １８６万 ４５５円。このうち１目一般被保険者療養給付そは７す ３７１  

万 ０５８円。この件数は４万 ４４１件でございます。２目退０被保険者はゼロ円。 

３目一般被保険者療養そは５９４万 ３６２円。これの件数は ０８３件となっており 

ます。４目退０被保険者等療養そはゼロ円でございます。５目審査支払い手数料は２１

９万 ０３５円で、レセプト点検の手数料などでございます。２項高額療養そは総額１

す ５０１万 ４４０円。１５、１６ページをお願いいたします。２項１目一般被保険 

者高額療養そ１す ４８２万 ７９７円。これの件数は ０３０件でございます。２項  

２目退０被保険者はゼロ円です。２項３目高額介護合算療養そ１８万 ６４３円、件数

は１件でございます。続きまして、４項出産育費繰そ１２６万６３０円、件数は３件で

ございます。５項葬祭繰そ９５万円、件数は１９件でございます。１７ページ、１８ペ
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ージをお願いします。６項精神ー核医療付加金は１０９万 ３９７円で、件数は９４８

件でございます。

３款国民健康保険事業そ納付金の総額、３す ２８４万 １３３円。その内０といた 

しまして、１項１目一般被保険者医療そ給付分２す ８３８万 ９５８円。２目退０被 

保険者分１０万 ３９２円。２項後期高齢者支援金等分は ３０９万 ７００円。３項  

介護納付金分は １２５万 ０８３円。 

１９ページ、２０ページをお願いします。４款保健事業その総額は８４４万 ２７２

円。１項特定健康康査等事業そ４４５万 ０９０円でございます。２項保健事業そは３

９９万 １７８円で、保健指導事業委守料、道受康家庭への記９品３制度啓発のパンフ

レット、人間ドック、脳ドックなどに係る経そでございます。

５款基金そは財政調は基金積立金５６万円です。

６款繰支出金の総額は８８６万 ２９８円。

２１ページ、２２ページをお願いいたします。１項１目国民健康保険税還付金８７万

１１２円。２目県支出金返納金は７６３万 ７４５円で、この内０はは考欄に記載の 

とおりです。２項４出金は３５万 ４４１円です。

７款予はそはゼロです。

以上、歳出合計が１２す ５６８万 ７６９円です。 

なお、２３ページに決算実質収支を記載しております。また、説明資料につきまして

は、１１９ページに掲載をしております。また御確認をお願いいたします。

以上、令和２年度国民健康保険事業特別会計決算の説明とさせていただきます。よろ

しく御審議をお願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で、第１０８号議案の提案説明は終わりました。

次に、第１０９号議案、令和２年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

認定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１０９号議案、令和２年度神河町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、後期高齢者医療保険料１す ２２７万 ３８３円、４入金 ０４９万７４  

８円、４越金１６１万 ９６３円などで、歳入合計は１す ４９９万 ９２８円となっ  

ております。

歳出では、総務その９３３万 ０４２円、後期高齢者医療取域３合納付金１す ４９ 

４万 ９２６円などで、歳出合計は１す ４３９万 ６０２円となっており、歳入歳出  

４引き額は６０万 ３２６円で、実質収支額も同様となっております。

以上が決算の概要でございます。
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詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。

平岡住民生活課長。

○住民生活課○（平岡 民雄君） 住民生活課、平岡でございます。それでは、詳細につ

きまして説明させていただきます。

事項別明細書５ページ、６ページをお願いいたします。まず、歳入ですが、主な項目

の収入済額を説明いたします。

１款後期高齢者医療保険料の総額は１す ２２７万 ３８３円で、収入で済額が５５ 

万 ２７９円、７収率９ ⒐６％です。内０は、１項１目特別７収１す １９７万６５８

円、７収率は１００％です。２目普９７収 ０３０万７２５円で、７収率は現年度分が

９⒐１％、過年度分が４⒎３％となっております。

３款４入金の総額は ０４９万７４８円で、１項１目事務そ４入金８８２万 ８４２ 

円、２目保険基盤安定４入金 １６６万 ９０６円で、これは所７が低い方の保険料３ 

減分を国と町が補廃をしているものです。

４款繰収入は、７ページ、８ページをお願いします。３項１目保険料還付金で１０万

６３４円、過年度分の還付金です。

５款４越金は、前年度４越金１６１万 ９６３円です。

６款国庫補助金５０万 ０００円は、高齢者医療制度円滑費営事業そ補助金として国

の税制道正に伴うシステム道修に係る経その補助金です。

以上等で、歳入合計は１す ４９９万 ９２８円です。 

続きまして、歳出ですが、事項別明細書９ページ、１０ページから主な項目の支出済

額を御説明いたします。

１款総務その総額は９３３万 ０４２円で、主なものは、２節給料２９９万 ６００ 

円、３節０員手当等２２１万 １４７円、４節共済そ１４５万 ７１１円、１２節４務 

そ４２万 ７５６円、１３節委守料２１６万 ０００円。これは、歳入のほうでも申し 

上げました税制道正に伴うシステム道修経そでございます。

２款後期高齢者医療取域３合納付金は１す ４９４万 ９２６円で、内０はは考欄に 

記載のとおり、７収した保険料１す ３２８万 ０２０円と、歳入で申し上げた保険基 

盤安定制度の １６６万 ９０６円となっております。 

３款繰支出金は、１１ページ、１２ページをお願いいたします。保険料還付金１０万

６３４円です。

以上等で、歳出合計は１す ４３９万 ６０２円でございます。 

なお、１３ページに決算実質収支を記載しております。また、説明資料のほうは、１

２０ページとなっておりますので、御確認をお願いいたします。

令和２年度後期高齢者医療事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御
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審議をお願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１０９号議案の提案説明が終わりました。

次に、第１１０号議案、令和２年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の

件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１１０号議案、令和２年度神河町介護保険事業特別会計歳入

歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、介護保険料２す ６００万 ３３５円、分０金及び００金 ３７２万 ０   

００円、０用料及び手数料１万 ０００円、国庫支出金３す ６１０万 ５５２円、支  

払基金交付金３す １９９万 ０００円、県支出金１す ９８０万 ０００円、財産収   

入１６万 ２５０円、４入金２す ４３４万 ２８９円、４越金 ６３３万 １３０円、    

繰収入５２０万 ２９０円で、歳入合計は１４す ３７０万 ８４６円となっておりま  

す。

歳出では、総務そ ４２０万 ０１５円、保険給付そ１２す ６７５万 ８４９円、   

地域支援事業そ ８０３万 ７４６円、基金積立金 ８４８万 ２５０円、繰支出金    

３５８万 ４０５円、歳出合計は１４す １０６万 ２６５円となっており、歳入歳出  

４引き額は２６３万 ５８１円でございます。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、健康福祉課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。

桐月健康福祉課長。

○健康福祉課○（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。第１１０号議案の詳

細について御説明を申し上げます。

事項別明細書の収入済額、支出済額について説明をさせていただきます。それでは、

５、６ページを御すください。

歳入でございます。１款介護保険料、１節現年度分２す ５４５万 ８９０円、７収 

率は９⒐８％で、６５歳以上の方の保険料でございます。２節滞納４越分５５万４４５

円、７収率３⒈５％でございます。

２款分０金及び００金 ３７２万 ０００円は、神崎で介護認定審査会共同設置００ 

金で、市川町から６３２万 ０００円、福崎町から７４０万 ０００円の００をいただ 

いております。この００３合は、認定者数３が５０％、審査件数３が５０％となってお

ります。

３款０用料及び手数料は、介護保険料に係る２促手数料１件１００円の１７０件分、
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１万 ０００円でございます。

４款１項１目介護給付そ００金２す ７３７万 ２２７円は、介護給付そに係る国の 

００分で、００率は、在３サービスに係る００率は２０％、施設サービスに係る００率

は１５％でございます。２項１目調は交付金 ６６７万 ０００円は、高齢化率などで 

調はされて国から交付されています。基本的には交付３率は５％ですが、神河町は高齢

化率が高いため、⒍６％の交付率となっております。内０として、調は交付金が ３５

４万 ０００円、総合事業調は交付金が３０４万 ０００円、特別調は交付金８万 ０  

００円でございます。

続きまして、７、８ページを御すください。２目地域支援事業交付金、介護予防事業

分８８５万 ６００円は、介護予防事業実施に係る国からの交付金でございます。３目

地域支援事業交付金、２目以外の事業分 ６２０万 ７２５円は、地域地括支援センタ 

ーの費営そ、認知症高齢者見守り事業、権３擁護事業、在３医療・介護３携推進事業、

生活支援体制はは事業等に係る国からの交付金でございます。４目保険者機能強化推進

交付金１７０万円は、各市町村が自立支援、重度化防止に向けた積極的な取組を行うこ

とを支援する目的で交付されるものでございます。５目１節法道正対応システム道修補

助金は２５２万 ０００円、２節集いの場の活動自助下における介護予防後方支援事業

そ補助金は５７万 ０００円でございます。６目保険者努力支援交付金２０４万 ００ 

０円は、介護予防、健康づくり等に資する取組を行うことを支援する目的で交付される

もので、令和２年度から新たな交付金として創設されております。７目災害等臨時特例

補助金１５万 ０００円は、新型コロナウイルス感染症の補響により減収した介護保険

料を補うための補助金です。

続きまして、９、１０ページをお願いいたします。５款１項１目介護給付そ交付金３

す ００３万 ０００円、２目地域支援事業交付金 １９６万 ０００円で、この支払   

基金交付金は、第２号被保険者、４０歳から６４歳の方が医療保険と併せて納めていた

だいた保険料で、社会保険康療報酬支払基金を９して交付されるものでございます。

６款１項１目介護給付そ００金１す ６０８万 ０００円、介護給付そに係る県の０ 

０分で、在３サービスに係る００率は１⒉５％、施設サービスに係る００率は１⒎５％

でございます。２項１目地域支援事業交付金、介護予防事業分５５３万 ０００円でご

ざいます。２目地域支援事業交付金、１目以外の事業分７９３万 ０００円でございま

す。１１、１２ページをお願いします。４目新型コロナウイルス感染症緊急地括支援事

業補助金２５万円でございます。

７款財産費用収入、１目３子及び配当金１６万 ２５０円は、介護給付そ準は基金に

生じた３子でございます。

８款４入金、１目介護給付そ４入金１す ８３４万 ８５６円は、介護給付そに係る 

町の００相当分１⒉５％でございます。２目１節一般会計４入金、０員給９そ４入金

９１６万１３７円は、事務０員４名、介護認定訪問調査員２名の給９そ相当分でござい
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ます。２節事務そ４入金 ２９３万５６４円は、神崎で認定審査会に係る神河町００分

６１７万 ０００円と、その他事務そ４入金 ６７５万 ５６４円でございます。３節  

地域支援事業４入金、介護予防事業分５３２万 ３５５円。４節、３節以外の事業分７

５８万 ５７７円。１３、１４ページをお願いします。５節介護保険料３減００金４入

金 ０９９万 ８００円でございます。介護保険料３減対３者となる第１から第３段金 

の被保険者 １０４名分となっております。

９款１項１目４越金 ６３３万 １３０円は、前年度４越金でございます。 

１０款１項１目第１号被保険者延滞金１万７００円でございます。２項１目５入５１

９万 ５９０円、内０は、介護予防プラン作成料５１２万８９０円と、他市町からの訪

問調査受守収入が ８００円、介護予防事業参加そ６万 ５００円、認定事務受守収入 

４００円でございます。

以上、歳入合計は１４す ３７０万 ８４６円でございます。 

続きまして、１５、１６ページをお願いします。歳出でございます。１款１項１目資

格業務管理そ ６９６万 １１９円、資格及び保険料７課業務の税務課、健康福祉課０ 

員２名分の人件そと、法道正に伴うシステム道修委守料などの事務そでございます。２

目サービス業務管理そ ３２１万 ７６２円は、健康福祉課０員２名分の人件そと、介 

護認定訪問調査員２名分の賃金、事務そでございます。

１７、１８ページをお願いします。３目３合会００金１０万 ５９６円でございます。

２項１目７課７収そ３５万 ６２０円、７課７収等に係る事務そでございます。３項介

護認定審査会そ ５７２万 ３１４円、審査員への報酬、そ用６償等と、２名の会計年 

度任用０員の賃金並びに認定審査に係る法道正システム道修委守料及びコンピューター

保守点検委守料、神崎で介護認定審査会への０員給９分等の４出金などの事務そでござ

います。

１９、２０ページをお願いします。４項訪問調査そ３８２万 １４８円、介護保険の

訪問調査そに係る事務そで、主なものは主治医意見書料でございます。５項費営協議会

そ４００万 ４５６円、第８期介護保険事業計画策定に対する委員謝礼、策定委守料等

でございます。

２１、２２ページをお願いします。２款１項１目介護サービス給付そ等繰そ１２す

５７４万 ８６１円で、前年度に比４１０ ⒊２％の伸びとなっております。主なものは、

居３介護サービス給付そ３す ７５１万７５６円、施設介護サービス給付そ４す ９８ 

０万 ９８０円、地域０着型介護サービス給付そ２す ０８２万 ８２５円、特定入所  

者介護サービス給付そ ８８２万 ７６５円でございます。２項その他繰そ１０１万９ 

８８円は、介護給付そ審査支払い手数料でございます。

３款１項１目介護予防生活支援サービス事業そ ９６９万 ８４９円は、総合事業と 

して要支援認定者及び事業対３者が３用する訪問介護相当サービス３９所介護相当サー

ビスの００金が主な内容です。
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２３、２４ページをお願いします。２目介護予防ケアマネジメント事業そ１８３万

６５０円は、要支援認定者のケアプラン作成そ用に係る国保３への支払う００金でござ

います。２項１目一般介護予防事業そ １０３万 ７０９円は、０員１名分の人件そと 

介護予防事業の委守料などでございます。内容は、要介護状態になるおそれが高い状態

にあると認められる６５歳以上の方を対３として介護予防を実施する事業で、古田先生

３公立神崎総合病院リハビリテーション科、ケアステーションかんざき等に講師を依頼

し、一般介護予防教室、認知症予防教室、こつこつ貯筋教室、地区巡回健康教室などを

実施しております。３目集いの場の活動自助下における介護予防後方支援事業８６万

３００円は、新型コロナウイルス感染拡大により自３で取り組める体操を紹介した番組

作成委守料３ＤＶＤ、チラシ作成そでございます。

２５、２６ページをお願いします。３項１目地括的・継続的ケアマネジメント事業そ

２５７万 ３００円は、地域地括支援センター０員２名分と、会計年度任用０員のケ 

アマネジャー１名の人件そと事務そでございます。

２７、２８ページをお願いします。２目認知症高齢者見守り事業そ１６１万 ２４６

円は、認知症タッチパネル検査によりハイリスク者を発見した場合は、ナースボランテ

ィアによる認知症予防教室３民生委員３Ｂによるいきいき教室、地区巡回教室への参加

案内をしており、その事業に係る看護師等スタッフの委守料でございます。３目権３擁

護事業そ１１万 ７４３円は、地域見守りネットワーク会議に係る委員謝金等と、町が

低所７者に対する成年後見制度に係る申立てを行うそ用、成年後見制度３用支援事業助

成金等でございます。４目住３道修支援事業そ ０００円は、１名の方が３用をされま

した。５目在３医療・介護３携推進事業そ３７６万 ２９５円は、平成３０年度から神

崎で医師会に委守をし、公立神崎総合病院が事務局となった神崎で在３医療・介護３携

支援センター費営委守料と、在３医療・介護３携推進協議会開催に係る会議出４委守料

等でございます。

２９、３０ページをお願いします。６目生活支援体制はは事業そ８００万 ９０５円

については、社会福祉協議会に委守しております生活支援コーディネーター委守料が主

なものでございます。７目認知症初期集中支援推進事業そ８０９万 ４６７円は、地域

地括支援センター０員１名分の人件そが主なものでございます。８目地域ケア会議推進

事業そ３２万 １５０円は、会議に出席をしていただいた委員謝金等でございます。４

項１目審査支払い手数料８万 １３２円は、総合事業の審査支払い手数料でございます。

３１、３２ページをお願いします。５款１項１目介護給付そ準は基金積立金 ８４８

万 ２５０円は、介護保険給付そ準は基金への積立金でございます。

６款１項１目第１号被保険者保険料還付金７万７０円は死亡等による保険料還付金で、

７件分でございます。２目償還金 ３５１万 ３３５円は、過年度に係る国・県００金 

等の償還金でございます。

これらにより、歳出合計は１４す １０６万 ２６５円でございます。 
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３３ページに決算実質収支に係る調書を掲載しております。

３４ページの介護保険料の準は基金につきましては、令和２年度に ８４８万 ００ 

０円を積み立て、決算年度末には１す ７９９万 ０００円を保有しております。 

以上で詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で、第１１０号議案の提案説明が終わりました。

ここで、昼食のため休憩をいたします。再開を１３時５分にいたします。

午後０時０６分休憩

午後１時０５分再開

○議○（ ○ 良幸君） 再開します。

次に、第１１１号議案、令和２年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の

件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１１１号議案、令和２年度神河町土地開発事業特別会計歳入

歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、調定額、収入済額ともに ６９７万 ６２８円でございます。歳出では、 

支出済額が３７万 ３９２円でございます。実質収支におきましては、歳入歳出４引き

額が ６６０万 ２３６円で、実質収支額も同様となっております。 

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、ひと・まち・みらい課長から御説明いたしますので、よろしく

御審議をお願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。

真弓ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課○（真弓 憲吾君） ひと・まち・みらい課の真弓でございます。

それでは、詳細説明をいたします。

５ページ目からの事項別明細書をお開きください。これで御説明いたします。

まず、歳入でございます。１款財産収入、１節土地ど払い収入で３５万 ２００円ご

ざいました。内０は、クラインガルテン、カクレ畑の令和２年度の分３払いの土地代と

して３５万 ２００円でございます。この内０は、カクレ畑の大川原区の土地と同区１

組の土地、そして神河町の土地の０用の合計でありまして、町の収入分はこのうち１２

万 １１１円となります。次に、２款繰収入、１節５入でカクレ畑入居者００金ですが、

分９地の販どがなかったので収入はありませんでした。３款４越金、１節前年度４越金

ですが、 ６６２万 ４２８円でした。歳入合計が ６９７万 ６２８円となっており   

ます。
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次に、７ページ、８ページをお願いします。歳出でありますが、１款土木そ、１目３

地開発事業そですが、１１節分用そで１４万 ３０３円を支払い、これを億耗品で１３

万 ６７８円と決算書の印刷代 ６２５円を支払いをしております。次に、３目カクレ 

畑多自費居住推進事業その２２節補償、補廃及び賠償金で、２３万 ０８９円を大川原

区と同区１組へ土地代として支払っております。２款予はそは ７９８万 ０００円で、 

カクレ畑多自費居住推進事業の分９地ど払い収入及び賃貸料の町配分額と、貝野住３造

成事業でございましたが、動きはありませんでした。歳出の合計は３７万 ３９２円と

なっております。

９ページには実質収支を記載しておりまして、４引き ６６０万 ０００円となって 

おります。

１０ページには財産等に関する調書を記載しておりまして、行政財産として、公費が

秋桜タウンの ３６５平秋で、令和元年度と変わりはございません。普９財産で、３地

では秋桜タウンが ８４９平秋、しんこうタウンはでどしておりますので、ゼロとなっ

ております。カクレ畑も普減なしで ４９９平秋、田畑につきましては、しんこうタウ

ンの貸し農費が５９５平秋となっています。その他としまして、しんこうタウンの余り

地用地が ５８９平秋、カクレ畑の分９地１５区画で、面積 ３８３平秋を記載してお 

ります。いずれも令和元年度からの面積の普減はなく、合計２万２８０平秋の財産とな

っております。

以上、土地開発事業特別会計の説明を終わらせていただきます。よろしく御審議のほ

どお願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１１１号議案の提案説明は終わりました。

次に、第１１２号議案、令和２年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の

件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１１２号議案、令和２年度神河町訪問看護事業特別会計歳入

歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

当町の訪問看護事業は、姫路市香寺町から朝来市生野町までをサービス提３エリアと

し、中０磨地域の病院３開業医からの依頼に基づいて、訪問看護、訪問リハビリなどを

行っております。また、在３医療、在３ケアの推進のため、地域医療の０い手として地

域住民の皆様の要望に応える４く、夜間の携帯２話への転送により、２４時間緊急３絡

体制を取る対応も行っております。令和２年度の訪問看護ステーション３用者数は １

４９人、訪問総回数は１万 ０１９回、収入済額１す ０５３万 ５９４円、支出済額  

１す ３２９万 ２４０円、歳入歳出４引き額は ７２３万 ３５４円でございます。   

以上が決算の概要でございます。
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詳細につきましては、病院総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。

井上病院総務課長。

○病院総務課○兼施設課○（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。それでは、

詳細説明を事項別明細書でさせていただきますので、５ページ、６ページをお願いをい

たします。

まず、歳入から御説明申し上げます。１款事業収入１す ９４０万 ３７７円、この 

内０は、医療保険収入が ５３４万 ８４２円と、介護保険収入のサービス事業収入が 

７８６万 ５２５円、居３介護支援事業収入が、ケアプラン作成そとして６１９万  

０１０円でございます。２款財産収入の３子及び配当金ですが、財政調は基金の３子で

２３３円でございます。３款４入金の財政調は基金４入金はゼロ円、４款４越金は 

８０７万６０６円でございます。５款繰収入、１項受守事業収入は、介護予防受守事業

収入等で３４万 ０００円。２項５入は、０員健康康査助成金及び町有自動３４害保険

の受入金などで、１７１万 ３７８円でございます。６款県支出金は、新型コロナウイ

ルス感染症対応従事者慰労金県交付金１００万円でございます。

以上のとおりで、歳入合計は１す ０５３万 ５９４円でございます。 

次に、歳出を御説明申し上げます。７ページ、８ページをお願いをいたします。まず、

１款業務そは１す １７９万 ８４４円で、人件そが主なものでございます。まず、１ 

節報酬 ６８３万 ４８０円は、会計年度任用０員である看護師４名、理学療法士１名、 

作業療法士１名、事務員２名の計８名分でございます。２節給料 ９８３万４４２円は、

理学療法士、作業療法士、看護師の正０員１１名分でございます。３節０員手当等 ５

１８万７９９円は、正０員の各種０員手当と会計年度任用０員の期末手当でございます。

４節共済そ ９２４万 ５１２円は、正０員の共済そと会計年度任用０員の社会保険料 

等でございます。８節報償そは、新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金１００万

円、９節旅そは１１８万 ５４９円で、その内０は普９旅そ１万 ８１４円と、会計年 

度任用０員そ用６償、９円手当部分でございますが、１１７万 ７３５円でございます。

１１節分用そは、訪問用公用３の３料代などで３７９万８２５円、１２節４務そは、９

話料などで１８０万 ５２５円、１３節委守料は、訪問看護委守料などで５０５万 ９ 

２２円でございます。

９ページ、１０ページをお願いをいたします。１４節０用料及び賃借料は、７衣のリ

ース料などで１５６万 ６０１円、１８節は品購入そは、訪問看護システム更新などで

５１３万 ６８０円、１９節００金、補助及び交付金は、研修会００金などで８万 ０ 

００円、２２節補償、補廃及び賠償金は、対物等の事故による４害賠償補償額１０３万

５０９円でございます。２７節公課そは、自動３重万税５万円でございます。

２款公町そは、償還金、３子及び３引料で、一時借入金３子で１６３円でございます。
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３款基金積立金は、５０万円と歳入の財産収入の３子及び配当金の財政調は基金の３

子 ２３３円を加算した５０万 ２３３円を積み立てております。 

４款繰支出金は、病院事業会計へ事務所賃借料相当額として１００万円を４り出して

おります。

以上のとおりで、歳出合計は１す ３２９万 ２４０円でございます。 

次の１１ページ、１２ページにつきましては、決算実質収支に関する調書と財産等に

関する調書をつけております。１２ページの財産等に関する調書ですけれども、１、物

品、公用３の普減はございません。２の基金でございますが、令和２年度末の現在高は

３８０万 ９４８円となっております。説明資料につきましては、公立神崎総合病院 

事業会計と神河町介護療育支援事業特別会計とともにお示しをさせていただいておりま

す。その資料の１８ページから２０ページに掲載をしておりますので、御確認をお願い

したいと存じます。

以上で詳細説明とさせていただきます。御審議のほど、どうぞよろしくお願いをいた

します。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１１２号議案の提案説明が終わりました。

次に、第１１３号議案、令和２年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算

認定の件について提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１１３号議案、令和２年度神河町産業廃棄物処理事業特別会

計歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、０用料及び手数料２８０万 ２９０円、基金４入金２２０万円、４越金が

４１４万 ２９０円など、歳入合計は９６５万 ４１０円となっております。 

歳出では、産業廃棄物処理事業そが９６０万 ６１４円、歳出合計も９６０万 ６１ 

４円となっており、歳入歳出４引き額は５万 ７９６円で、実質収支額も同様となって

おります。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。

平岡住民生活課長。

○住民生活課○（平岡 民雄君） 住民生活課、平岡でございます。詳細説明をさせてい

ただきます。

事項別明細書５ページ、６ページをお願いいたします。まず、歳入でございます。１

款０用料及び手数料は２８０万 ２９０円で、不３物、いわゆる款入款款、これの合計
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７４ ⒎１トンの処分地０用料です。２款財産収入１万 ４３０円は、財政調は基金の

３子です。３款４入金２２０万円は、産廃処理事業財政調は基金からの４入金です。４

款４越金４１４万 ２９０円は、前年度４越金です。

以上、歳入合計が９６５万 ４１０円でございます。

続きまして、歳出です。事項別明細書７ページ、８ページをお願いいたします。１款

産業廃棄物処理事業そは９６０万 ６１４円で、主なものとしまして、１３節委守料は

８１７万 ０８３円で、内０はは考欄に記載の５項目ですが、５つ目の設計業務委守料

は、処分地の測万と仕上げ工事に係る設計業務の委守料でございます。２５節積立金１

万 ４３０円は、財政調は基金への積立てです。２７節公課そ７２万 ９００円は、事 

業収入に対する億そ税です。

以上で、歳出合計が９６０万 ６１４円です。

なお、９ページに決算実質収支を記載しております。

以上、令和２年度産業廃棄物処理事業特別会計決算の説明とさせていただきます。よ

ろしく御審議をお願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１１３号議案の提案説明は終わりました。

次に、第１１４号議案、令和２年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１１４号議案、令和２年度神河町寺前地区振興基金特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、調定額、収入済額ともに３７８万 １４８円でございます。歳出でも、支

出済額が３７８万 １４８円でございます。また、寺前地区振興基金の決算年度末現在

高は、６す ４０７万 ６０７円でございます。 

以上が決算の概要でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１１４号議案の提案説明は終わりました。

次に、第１１５号議案、令和２年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１１５号議案、令和２年度神河町長谷地区振興基金特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、調定額、収入済額ともに８２９万 ６０７円でございます。歳出でも、支

出済額が８２９万 ６０７円でございます。また、長谷地区振興基金の決算年度末現在
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高は、１す ０７２万 ２７３円でございます。 

以上が決算の概要でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１１５号議案の提案説明は終わりました。

次に、第１１６号議案、令和２年度神河町水道事業会計決算認定の件について、提出

者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１１６号議案、令和２年度神河町水道事業会計決算認定の件

について御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して議会の認定を求めるものでございます。

決算書の１０ページをお願いいたします。令和２年度の主要事業としては、水道管路

緊急道善事業で、作畑、山田、中村、貝野及び新野地内の一部の水道管の布設替え工事

を実施し、安全・安心のライフラインづくりの強化を図りました。

また、経営面においては、経営健全化に向けた経その節減に取り組み、特に漏水修繕

工事については可能な限り直営工事とし、コスト縮減を図りました。経営状況では、収

道的収支の事業収道は３す ９２５万 ０００円、事業そ用は３す ８２７万円で、収  

支は当年度支３道 ０９８万 ０００円となりました。資本的収支では、資本的収入は 

２す１９４万 ０００円で、資本的支出は３す ５９４万 ０００円で、うち建設道良  

そ２す ０９６万 ０００円、企業町償還金１す ４９７万 ０００円となり、収支不   

足額１す ４００万 ０００円は、過年度分４道足定留保資金等で補廃いたしました。 

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、上下水道課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。

谷綛上下水道課長。

○上下水道課○（谷綛 和人君） 上下水道課の谷綛でございます。それでは、第１１６

号議案について詳細を説明させていただきます。

表２から５枚めくっていただき、決算書の１ページをお願いいたします。収道的収入

及び支出で、収入の第１款水道事業収道の決算額は、４す ３６４万 ５６９円でござ 

います。これは、先ほど町長が説明しました金額の税込みの金額でございます。支出の

第１款水道事業そ用の決算額は、３す ４００万２６０円となりました。税込みでござ

います。

２ページをお願いいたします。資本的収入及び支出で、収入の第１款資本的収入の決

算額は２す１９４万 ２６５円、支出の第１款資本的支出の決算額は３す ８１７万  

４４９円、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１す ６２３万 １８４円は、過 

年度分４道足定留保資金等で補廃をしております。
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３ページをお願いいたします。４道計算書でございます。こちらは億そ税抜きの金額

でございます。営業収道は２す ０７６万 ７２７円、営業そ用は３す ２３２万 １   

６３円、４引き １５６万 ４３６円の営業４６となっております。営業外収道は１す 

８４８万 ６９１円、営業外そ用は ５６３万 ６６６円、経常３道は １２８万     

５８９円となりました。特別４６が３０万 ３７５円でございましたので、当年度支３

道は ０９８万２１４円となってございます。前年度４越３道益余金が２す ８９２万 

８９６円でございましたので、当年度で処分３道益余金は３す９９０万 １１０円と 

なってございます。

４ページには益余金計算書をつけてございます。確認をお願いいたしたいと思います。

次に、５ページ、６ページは貸借対万表でございます。５ページの資産の部、２定資

産合計額は４２す ２７０万 ０８１円、流動資産の合計は４す ７２３万４５１円で、  

資産合計は４６す ９９３万 ５３２円となってございます。 

０町の部は、２定０町の企業町が２２す ４７０万 ８６４円、６ページの流動０町 

合計は３す８０万 ７５５円でございます。４延４収道では、長期前受金が３１す ４ 

２４万 ２６１円で、長期前受金収道化２計額は１８す ８９６万８３８円、４延４収 

道合計額は１３す５２８万 ４２３円となり、０町合計額は３８す ０７９万 ０４２  

円となってございます。

次に、資本の部は、資本金合計が４す ３７４万 ５０１円、益余金では工事００金 

が ５４８万 ８７９円で、３道益余金の当年度で処分３道益余金が３す９９０万 １  

１０円となっており、益余金合計は３す ５３８万 ９８９円、資本合計は８す ９１  

３万 ４９０円で、０町資本合計は、資産合計と同額の４６す ９９３万 ５３２円で  

ございます。

７ページを御すください。キャッシュフロー計算書でございます。業務活動によるキ

ャッシュフローはプラスの１す ６６６万 ４０５円、投資活動によるキャッシュフロ 

ーはマイナスの１す ３０１万 ２１７円、財務活動によるキャッシュフローはプラス 

の ４３２万 ６１６円となってございます。資金の普加額は ７９６万 ８０４円、   

資金の期資の万高が３す ４４７万 ４６８円であったので、資金の期末の万高としま 

しては、４す ２４４万 ２７２円となってございます。 

８ページ、９ページは注記表でございます。重要事項の説明を記載しております。御

確認をお願いしたいと思います。

次は、決算１属書類でございます。１０ページは、先ほど町長から説明をしましたの

で、省略させていただきます。

次に、１１ページ、１２ページをお願いいたします。２番の工事については、主要な

工事を記載しております。全部で９件行ってございます。３番の業務万では、年間排水

万は１７８万 ９２５立秋で、年間有収水万は１０９万 ８０５立秋、有収率は６  ⒈５

４％で、前年度よりも⒉１１ポイントの減となってしまっております。管路の道修工事
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を進め、漏水調査も実施していますが、町内全域で・朽化が進み、道修が追いついてい

ないのが現状でございます。また、普年度に比４、有収水万が普えているにもかかわら

ず営業収道が若干減っていますのは、料金道定を行ったー果でございます。

１３ページをお願いいたします。重要契約の要旨を記載しております。確認をお願い

いたします。

次に、企業町及び一時借入金の概要でございますが、企業町の前年度末万高は２３す

３４４万 ２３３円で、本年度借入額は１す ９３０万円、本年度償還高１す ４９   

４万 ３８４円の償還により、本年度末万高が２３す ７７６万 ８４９円となりまし  

た。

次に、１５ページの収道そ用明細書を御すください。主立ったものを説明させていた

だきます。１項１目１節の水道０用料は２す ７５６万 ３１８円で、内０は基本料金、 

超過料金、それとメーターの０用料でございます。３目４節の５収道のうち新規加入金

は５件でございまして、５４万３５７円となってございます。続いて、２項２目１節は

一般会計からの補助金 ４００万円で、高料金対策と企業町の元３償還補廃として４り

入れしてございます。３目１節長期前受金入入れは ４３５万 ２７１円で、国・県補 

助金、工事００金、受贈財産の評価額を収道化したものでございます。

次に、１７ページの支出でございます。１項１目の原水及びビ水そ ０９８万 ３５ 

７円は、１２か所のビ水場に係る経そでございます。次に、２目の配水及び給水そで

０６６万 ４２６円、これは配水池３配水管に係るものでございます。次に、１８ペー

ジでございます。４目の総係そが ４９３万 ９３２円で、０員５名の人件そ３事務そ 

が主なものでございます。次に、１９ページをお願いいたします。５目の減価償却そは

２す ８０３万 ２９４円で、建物、構築物等の減価償却として現金支出を伴わない営 

業そ用となってございます。次に、２０ページをお願いいたします。２項の営業外そ用

が ５６３万 ６６６円で、うち企業町借入償還３子で １６８万 ２７４円となって   

ございます。３項の特別４６は３０万 ３７５円で、２６件の過年度水道料金の減ご還

付金でございます。

次に、２１ページお願いいたします。資本的収入及び支出でございます。資本的収入

については、企業町で１す ９３０万円、国庫補助金で ２５０万円の収入がございま 

した。次に、２２ページの資本的支出では、１款１項１目の事務そで、事業そに係る０

員給９１名分を計上しています。総額で８７６万２０９円でございます。２目施設そで

主なものは、１節の委守料で、実施設計施工管理等業務そ用で ３８３万 ０００円、 

２節の工事請０そで、水道管路道善工事等で１す ９８１万 ０００円となってござい 

ます。２３ページをお願いいたします。２項企業町償還金で、借入償還元金として１す

４９７万 ３８４円を支出してございます。 

２４ページをお願いいたします。２定資産明細書でございます。表の右下の年度末償

却で済額は４２す ２７０万 ０８１円となっております。 
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２５ページと２６ページは企業町の明細表で、１３ページの説明の内０となってござ

います。確認をお願いいたします。

参考資料として、補廃財源明細書、２定資産減価償却明細書、経営分析書を添付させ

ていただいております。また、決算説明資料として、神河町水道事業の主な指標、３用

状況別０用件数、０用万、０用料金のそれぞれの調書、配水区別収支決算状況、０員給

９そに関する調書、４入金の状況、４道計算書と貸借対万表及び業務万、補廃財源の推

０の年度別の比較表を提出していますので、御確認いただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１１６号議案の提案説明は終わりました。

次に、第１１７号議案、令和２年度神河町下水道事業会計決算認定の件について、提

出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１１７号議案、令和２年度神河町下水道事業会計決算認定の

件について御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して議会の認定を求めるものでございます。

決算書の１０ページをお願いいたします。当町の下水道事業は、全町で生活排水処理

施設がははされており、生活排水処理率は９⒏９１％と高い数字で、住民の皆様に快適

な生活環境を提３しております。令和２年度は、下水道０用料を道定し、人頭３料金を

０用水万によって算定した０用料にしたこと３、これまで内税だった億そ税を外税にし

たことから、若干ではありますが、多くの家庭で減額になったことと思います。

主要事業では、平成３０年度から取り組んできた大河内ビ化センター長整命化工事及

び大山ビ化センター長整命化工事がで了しました。また、南小田処理区と大河内処理区

の接続がで了し、南小田処理場を廃止し、大河内ビ化センターで一括処理を開始してお

ります。下水道事業を将来にわたり継続するため、経営の健全化、安定化に向けた取組

を継続し、実施しております。

経営状況では、収道的収支の事業収道が６す ０５４万 ０００円、事業そ用は６す 

９３万 ０００円で、収支では、当年度支３道 ９６１万 ０００円となりました。資  

本的収支では、資本的収入は５す ９８１万 ０００円、資本的支出は７す ５８３万  

０００円で、うち建設道良そは３す４０５万 ０００円、企業町償還金は４す １７  

８万 ０００円となり、収入不足額２す ６０２万 ０００円は過年度分４道足定留保  

資金等で補廃いたしました。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、上下水道課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。
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谷綛上下水道課長。

○上下水道課○（谷綛 和人君） 上下水道課の谷綛でございます。それでは、第１１７

号議案について詳細を説明させていただきます。

決算書、表２から５枚めくっていただき、１ページをお願いいたします。収道的収入

及び支出で、収入では、第１款下水道事業収道の決算額は６す ４８２万 ５３０円で 

ございます。支出では、第１款下水道事業そ用の決算額は６す １８１万 ７９３円と 

なってございます。

２ページをお願いいたします。資本的収入及び支出で、収入は、第１款資本的収入の

決算額は５す ９８１万 ７８５円でございます。支出は、第１款資本的支出の決算額 

は８す ４００万 １７４円、資本的収入額が資本的支出額に不足する額２す ４１９  

万 ３８９円は、過年度分４道足定留保資金等で補廃をしております。

３ページをお願いいたします。４道計算書でございます。営業収道は４す ７８４万

２２１円、営業そ用は５す ９６５万 １４２円で、４引き後の営業４６は １８０   

万 ９２１円でございます。営業外収道は２す ２６９万 ８２０円、営業外そ用は   

１２７万 １５５円でございます。営業収道と営業外収支を合わせますと ９６１万  

７４４円の経常３道となり、特別４６等はございませんでしたので、当年度支３道は

９６１万 ７４４円となってございます。前年度４越欠４金が１０す ５９６万 ２３  

６円でございましたので、当年度で処理欠４金は９す ６３５万 ４９２円となってご 

ざいます。

４ページは、益余金の計算書と欠４金処理計算書でございます。御確認をお願いいた

します。

次に、５ページ、６ページの貸借対万表を御すください。５ページ、資産の部として、

２定資産合計額は９６す ８６９万 ５３９円、流動資産合計は６す ４０３万 ７３   

６円で、資産合計は１０２す ２７２万 ２７５円でございます。 

次に、０町の部の２定０町は４０す １７６万 ２１６円となってございます。６ペ 

ージを御すください。流動０町合計は５す ３１０万７４円でございます。４延４収道

合計は３５す ８７８万 ４７４円で、０町合計は８１す ３６５万７６４円となって  

ございます。

次に、資本の部でございます。資本金合計は２９す ２６３万 ３５７円、資本益余 

金合計は１す ２７９万 ６４６円、３道益余金合計はマイナスの９す ６３５万 ４   

９２円、資本合計は２０す ９０７万 ５１１円、０町資本合計は、資本合計と同額の 

１０２す ２７２万 ２７５円でございます。 

７ページを御すください。キャッシュフロー計算書でございます。業務活動によるキ

ャッシュフローはプラスの２す ４２５万５６７円、投資活動によるキャッシュフロー

はマイナスの２す ０４２万 ３６５円、財務活動によるキャッシュフローはマイナス 

の ２１６万 ３９９円となってございます。資金の減少額は ８３４万 １９７円で、   
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資金期資万高が６す ６２２万１３円だったので、資金期末万高は５す ７８７万 ８  

１６円となってございます。

８ページ、９ページは注記表でございます。この注記表は、決算書で分かりにくいも

の、重要なものとして、引当金の計上方法、セグメント８の営業収道等を記載しており

ます。御確認をお願いします。

決算１属書類の１０ページは町長が説明しましたので、省略をさせていただきます。

１１ページ、１２ページを御すください。２番の工事で、主立ったものを６件執行し

てございます。それぞれの内容を確認をお願いいたします。

次に、１３ページを御すください。業務万ですが、年間処理水万は１２１万 ０８９

立秋、有収水万は９６万 ３７１立秋、有収率は７ ⒐６％であります。普年度が１００

％となっていますのは、人頭制の料金としていましたので、そのような数字になってご

ざいます。中段の事業収入に関する事項でございますが、後の収道そ用明細書で説明を

いたしますが、営業収道が普えていますのは、町長の説明で多くの家庭が減額となった

と申し上げましたとおり、下水道の０用料は減っておりますが、一般会計からの４入れ

の多くをここで受けておりますので、普年度よりも普ということになってございます。

１４ページをお願いいたします。⑴番、重要契約の要旨ですが、１３件ございます。

確認をお願いいたします。⑵番の企業町については、本年度末万高は４５す ７１３万

５７１円となってございます。

次に、１５ページをお願いいたします。収道そ用明細書でございます。主な事項につ

いて説明をさせていただきます。１項１目１節の下水道０用料は、基本料金と０用料金、

人頭３料金を合わせて１す ９５６万 ３４７円でございます。料金道定が５月請求分 

からとなってございますので、４月分の人頭３が入ってございます。５月分から、普年

度と比４、約ですが、月５０万円の減収となってございます。２目他会計００金の２す

７９４万 ６７１円は、人件そ、減価償却そ補廃補助金として一般会計からの４入れ 

をしています。内容については、決算説明資料の１０ページを確認していただきたいと

思います。続いて、２項で主なものは、一般会計からの補助金が ０１３万 ３２９円、 

長期前受金入入れが１す １９１万３９８円となってございます。

次に、１６ページの支出でございます。１項１目管次そが １０９万 ４２８円で、 

これは下水道本管、マンホールポンプ等の維持管理に係る経そでございます。２目処理

場そが１す１８９万 ７９３円で、町内１１か所の処理場に係る経そでございます。１

７ページの３目総係そは ３９３万 ３８６円で、０員４名の人件そ、事務経そに係る 

ものでございます。１８ページの４目減価償却そは３す ２０７万 ５６４円、５目資 

産減耗そは ０６４万 ９７１円でございます。１９ページ、２項で主なものは、企業 

町償還３息が ０１３万 ３２９円となってございます。 

次に、２０ページをお願いいたします。資本的収入及び支出で、１款１項１目企業町

で建設道良企業町が４越分を合わせまして１す ５１０万円、資本そ平準化町が２す 
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２６０万円でございます。２項１目１節の国庫補助金は社会資本はは総合交付金で、４

越分を合わせ１す ９３８万 ９５０円、３項１目１節一般会計出資金が １９１万   

０００円となってございます。

２１ページをお願いいたします。１款１項１目事務そは、０員１名分の給９等でござ

います。同じく２目１節委守料で、神崎エリアの３廃合のための実施設計業務等を行っ

ております。 ７６０万 ０００円でございます。２節の工事請０そは、大河内ビ化セ 

ンター長整命化工事及び大山ビ化センター長整命化工事ほかで、２す ７０４万 ２３ 

０円の執行でございます。次に、２２ページ、２項１目の企業町償還金は、４す １７

８万 ３９９円の償還を行っております。

２３ページを御すください。２定資産明細書でございます。表の右下の年度末償却で

済額は９６す ８６９万 ５３９円となってございます。 

次に、２４ページから２９ページにかけては、企業町の明細表でございます。

２９ページ、右下ので償還万高は４５す ７１３万 ５７１円となってございます。 

３０ページ以降は、参考資料として、補廃財源明細書、２定資産減価償却明細書、経

営分析書を添付させていただいております。御確認をお願いいたします。また、その他

決算説明資料につきましては、下水道事業の主な指標、事業別収支決算状況、０員給９

そに関する調４、年度別の４道計算書、貸借対万表、業務万、補廃財源、一般会計４入

金の説明資料等を提出しておりますので、御確認いただけたらと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議いただきますようお願い

いたします。

○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１１７号議案の提案説明は終わりました。

次に、第１１８号議案、令和２年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件について、

提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 第１１８号議案、令和２年度公立神崎総合病院事業会計決算認

定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して議会の認定を求めるものでございます。

当院は、令和２年に発症が確認された新型コロナウイルス感染症対策における帰国者

・接触者外来設置医療機関、協力医療機関として、県中０磨健康福祉事務所管内におけ

る感染症対策の牽引４を一手に０ってきました。検査体制３入院病床の確保準はから始

まり、手探りの状況ではありましたが、院内感染を引き起こすこともなく、各種対応策

の構築と遂行に至ったことは大きな成果であったといえます。

医師確保対策では、０磨姫路圏域における特定中核病院の指定を受けたことから、医

師確保等の取組について県の積極的支援を受けることになり、令和２年４月から、一応

の期限を２年間として、内科、総合康療の医師に着任いただくに至りました。
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また、神戸大学及び大阪医科薬科大学からの２常円医師の派遣受入れも並行しながら

医師確保対策を進める一方で、受康患者数３康療収入とそ用などを総合的に判断し、令

和２年度末をもって神戸大学耳鼻咽喉科からの２常円医師の派遣受入れを中止するとと

もに、当院直接雇用医師による東洋医学科を廃止するなど、不採算康療科に係る課題廃

億にも一部着手したところでございます。

国の医療そ抑制策の下、人口減少、受療率低下等の補響により全国の自治体病院の経

営は２常に厳しい状況が続いており、経営状況は極めて厳しい状況下ではございますが、

当院は地域医療の中核的病院として、地域住民の皆様に安全・安心な生活を送っていた

だくため、よりよい医療の提３に向けて、今後におきましても０員が一丸となって懸命

に努力してまいる所存でございます。

それでは、令和２年度の公立神崎総合病院事業会計決算状況でございます。決算書の

２３ページから２５ページに業務万を記載しておりますが、入院患者数３万 ９５８人、

１日当たりの患者数が９⒌８人、外来患者数は９万 ２６６人、１日当たり３８ ⒐６人

となりました。

次に、２６ページ以降に事業収入及び事業そ用に関する事項を記載しています。金額

は億そ税抜きの金額でございます。

収道的収入は３２す ８３１万 ６１１円、収道的支出は３３す １０６万 ０７４   

円、収道的収支額はマイナスの ２７４万 ４６３円。資本的収入は１す ４４５万   

６７５円、資本的支出は３す ８６９万 ９５９円、資本的収支額はマイナスの２す  

４２３万 ２８４円でありますが、当年度分４道足定留保資金等で補廃いたしておりま

す。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、病院総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議○（ ○ 良幸君） 詳細説明を求めます。

井上病院総務課長。

○病院総務課○兼施設課○（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。それでは、

病院事業会計決算について詳細説明をさせていただきます。

それでは、公立神崎総合病院事業会計決算書の１ページ目をお願いをいたします。決

算の報告書の収道的収入及び支出でございまして、金額は億そ税込みの数字でございま

す。

収道的収入では、病院事業収道で決算額は３２す ６８９万 ２８４円で、内０は、 

医業収道、医業外収道、特別３道でございます。なお、新型コロナウイルス感染症に係

る取組に伴う減収を補廃するために借り入れた特別減収対策企業町２す ０００万円に

ついては、収道的支出に充てた企業町でありますが、医業活動に伴う収道とは言い難く、

４道計算の要素とすることは不適当であるため、収道的収入には計上をしておりません。
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次に、２ページ、収道的支出でございます。病院事業そ用の決算額は３３す ９４１

万 ７２６円で、内０は、医業そ用、医業外そ用、特別４６でございます。詳細は後ほ

ど明細書で御説明申し上げます。

次に、３ページ、資本的収入及び支出でございます。まず、収入の決算額は１す ４

４５万 ６７５円で、企業町、出資金、貸付金返還金及び県補助金でございます。

４ページ、資本的支出でございます。決算額は３す １７６万 ８８４円で、内０は、 

建設道良そ、企業町償還金及び投資でございます。詳細は後ほど明細書で御説明申し上

げます。

次に、５ページ、４道計算書を御すください。この４道計算書以降は億そ税抜きの記

載でございます。医業収道は、入院及び外来収道等で２６す ７６５万 ４２３円、医 

業そ用は給９そ、材料そ、経そ等で３１す ５３０万６５７円、医業４６が４す ７６ 

４万 ２３４円でございます。医業外収道は、００金交付金、補助金等で、６ページ上

段に記載の５す ７１４万 ６５１円、医業外そ用は、支払い３息及び企業町取扱繰そ 

などで１す ９９２万 ８０７円、医業外３道が４す ７２１万 ８４４円となり、経   

常４６は ０４２万 ３９０円となりました。特別３道は、新型コロナウイルス感染症 

対応従事者慰労金等で ３５１万 ５３７円、特別４６は、新型コロナウイルス感染症 

対応従事者慰労金３看護師修学資金貸９金返還ご除金などで ５８３万 ６１０円とな 

り、マイナスの２３２万 ０７３円で、当年度支４６は ２７４万 ４６３円となりま  

した。前年度４越欠４金が１１す ２０８万 ７４８円でございましたので、当年度で 

処理欠４金が１２す ４８３万 ２１１円となっております。 

次に、７ページ、貸借対万表をお願いいたします。２定資産で、有形２定資産の土地、

建物、建物１属設は、構築物、器建及びは品、３１で、有形２定資産合計が５１す ０

６０万 ０４２円でございます。投資その他の資産として、長期前払い億そ税などで２

す３９１万６５７円、２定資産合計で５３す ４５１万 ６９９円でございます。 

８ページ、流動資産、医業で収金などで６す ５０６万 ７３７円となり、資産合計 

で５９す ９５７万 ４３６円でございます。 

次に、０町の部でございます。まず、２定０町で、企業町は３３す ７２４万 ２９ 

５円で、うち２す ０００万円は特別減収対策企業町でございます。流動０町では、１

年以内の償還期限を年える企業町などで５す ６７２万 １１１円、９ページ、４延４ 

収道の長期前受金などで ６３５万 ６３０円。０町合計で３８す ０３２万 ０３６   

円でございます。資本金は３３す ４０９万 ６１１円。欠４金の当年度で処理欠４金 

が１２す ４８３万 ２１１円となり、資本合計が２０す ９２５万 ４００円、０町   

資本合計が５９す ９５７万 ４３６円でございます。 

１０ページはキャッシュフロー計算書で、１、業務活動によるキャッシュフローでは

３す ３１７万 ４７７円、投資活動によるキャッシュフローではマイナスの７す ６  

８５万 ９４１円、財務活動によるキャッシュフローが ６５９万 １６６円で、資金  

－１２５－



の普加額がマイナス３す ７０８万 ２９８円となりました。資金期資万高が５す ７  

５９万 ５５０円でしたので、資金期末万高が２す ０５０万 ２５２円となりました。  

１１ページ、１２ページは注記表でございます。

１３ページは欠４金の計算書でございます。当年度変動額の他会計出資金の受入れ１

す ５１０万 ８７５円は一般会計からの出資金で、当年度末の万高資本合計は右下の 

２０す ９２５万 ４００円となりました。 

１４ページに欠４金の処理計算書も記載しておりますけれども、処理はございません。

次に、１５ページから１８ページは、町長の提案説明及び３０ページ以降の収道そ用

明細書と重複しますので、省略をさせていただきます。

１９ページを御すください。１９ページは議会議決事項でございまして、８件でござ

います。

２０ページは部門別０員数でございますが、令和３年３月３１日現在で医師が２４人、

看護師１０８人、医療技術員５７人、事務員４３人、労務員４１人、合計２７３人でご

ざいます。

次に、２１ページの工事及び資産購入でございます。工事はございません。器建購入

は、医療器建等３１品目で ０６８万 ２５０円でございます。 

次に、２３ページ、業務万でございます。患者数の状況でございますけれども、入院

が３万 ９５８人、外来９万 ２６６人でございます。中段は外来患者数のうち休日夜 

間における科別患者数、地区別患者数でございまして、 ７６２人でございます。

２４ページ、手術件数は合計で３８７件、検査件数は外注検査を２めて４９万 ７６

２件、エックス線件数が２万 ２６７件、２Ｔ件数は ３８３件、２２Ｉ件数は ２４  

５件、廃剖はゼロ件でございます。

２５ページ、調剤件数でございますけれども、入院、外来合計で３万４４７件、給食

数は患者食と患者外給食合計で１０万 ３４９食でございます。中段の大畑康療所の状

況でございますが、患者数７５人、収道が７０万 ０５８円ございます。下段の病床３

用の状況は、病床数１４０床、年延４用働病床数が５万 １００床、年延４入院患者数

が３万 ９５８人でございましたので、病床３用率は６ ⒏４％でございます。

次に、２６ページから２９ページの事業収入及び事業そ用に関する事項でございます

けれども、事業収入に関する事項の主なものとしまして、医業収道の入院収道１４す

７５０万 ７３９円で前年比較 ２９３万 ８６１円の減、外来収道８す ６３８万８   

７０円で、前年比較 ７４７万 ０６１円の減となりました。００金交付金で２す ７  

７７万 ０００円、その他医業収道で１す ５２８万 ７５６円を受け入れ、医業収道  

合計では２６す ７６５万 ４２３円、前年比較１す ７８９万 ４４４円の普となり   

ました。医業外収道では００金交付金で３す ７３０万 ０６９円、補助金で１す ５  

８０万 ５００円等を受け入れ、合計５す ７１４万 ６５１円で、前年比較 ３２８   

万 ８３４円の減でございます。特別３道の ３５１万 ５３７円を加えた合計では３  
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２す ８３１万 ６１１円で、前年比較１す ８１２万 １４７円の普でございます。   

次に、２７ページ、事業そ用に関する事項で、主なものといたしまして、医業そ用の

うち給９そは２０す ４８１万 ０６４円で、前年比較 ４６０万 ０２３円の減、材   

料そは３す ２３７万 ７００円で、前年比較４６万 ４４３円の普、経そは４す ７   

８２万 ６３８円で、前年比較 ２３２万 ６５３円の普、減価償却そは３す ６０９   

万 ２０８円で、前年比較１す １１８万 ９１６円の普、合計３１す ５３０万６５   

７円で、前年比較１す ４７５万 ４８６円の普。医業外そ用の合計は１す ９９２万  

８０７円で、前年比較３６９万 ６５６円の普となりました。特別４６ ５８３万   

６１０円を加えた医業そ用合計では３３す １０６万 ０７４円で、前年比較 ３１８  

万 １８２円の減、事業収支額ではマイナスの ２７４万 ４６３円、前年比較２す   

１３０万 ３２９円の普でございます。

２８ページの資本的収入及び支出に関する事項につきましては、後ほどの資本的収支

明細書で御説明を申し上げます。

２９ページをお願いいたします。企業町、他会計借入金及び一時借入金の概況でござ

います。企業町、本年度借入額の財政融資資金２す ７７０万円は、特別減収対策企業

町の２す ０００万円と医療器建購入分の７７０万円でございます。一時借入金につき

ましては、年度末の万高はゼロ円でございます。

次に、議会の議決を経なけれ４流用できない経その決算についてでございます。０員

給９そは予算額２１す ８１２万 ０００円に対し、決算額は２０す ７６４万 １５   

５円、交際そは予算額３００万円に対し、決算額は３２万 ６０５円となりました。

次に、３０ページ、収道そ用明細書でございます。まず、収道の部を御説明申し上げ

ます。１款病院事業収道、１項医業収道は２６す ７６５万 ４２３円で、その内０は、 

入院収道、外来収道、大畑康療所収道、一般会計からの４入金である００金交付金、そ

の他医業収道でございます。

３１ページをお願いいたします。２項医業外収道は５す ７１４万 ６５１円で、一 

般会計からの４入金である００金交付金、補助金、患者外給食収道、長期前受金入入、

在３医療・介護３携支援センター収道、その他医業外収道が内０でございます。なお、

補助金の１す ５８０万 ５００円のうち１す ５５８万 ５００円は、国及び県から   

の新型コロナウイルス感染症対策事業補助金でございます。

３２ページをお願いいたします。３項特別３道 ３５１万 ５３７円でございます。 

そのうち ３２０万円は、新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金でございます。

次に、３３ページ、そ用の部でございます。１款病院事業そ用、１項医業そ用は３１

す ５３０万６５７円で、うち給９そが２０す ４８１万 ０６４円で、高い３合を占  

めております。３６ページをお願いいたします。材料そは３す ２３７万 ７００円で、 

薬品そ、康療材料そ、給食材料そ、医療億耗は品そ等でございます。３７ページの３目

経そは４す ７８２万 ６３８円で、報償そから４０ページの５そまででございます。 
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４０ページをお願いいたします。４目交際そは２９万 ９００円、５目減価償却そは３

す ６０９万 ２０８円で、建物などの減価償却そでございます。６目資産減耗そは２ 

定資産の除却そで４９９万 １２６円でございます。４１ページをお願いします。７目

研究研修そは６３４万 ０９７円で、謝金、図書そ、旅そ、研究５そでございます。８

目大畑康療所そ用が２５５万 ９２４円で、看護師等の人件そ、検査委守料等経そでご

ざいます。

次に、２項医業外そ用でございます。医業外そ用は１す ９９２万 ８０７円で、支 

払い３息及び企業町取扱繰そ、長期前払い金償却、患者外給食材料そ、在３医療・介護

３携支援センターそ、５支出の源除対３外億そ税などでございます。４３ページをお願

いいたします。３項特別４６は ５８３万 ６１０円で、看護師修学資金貸９金の返還 

ご除４６１６５万円と、新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金等の ４１８万 

６１０円でございます。

次に、４４ページは資本的収支の明細書でございます。

まず、収入でございます。１款資本的収入の１項企業町は７７０万円で、医療機器購

入分でございます。２項出資金は１す ５１０万 ８７５円で、一般会計からの９常分 

の出資分、過疎町分及び２子カルテ元金償還分でございます。４項貸付金返還金は１６

３万 ３００円でございます。５項県の補助金は ００２万 ５００円で、新型コロナ  

ウイルス感染症対策を講じるために必要な医療機器の購入に係る補助金でございます。

４５ページをお願いします。支出でございます。１款資本的支出、１項建設道良そは

器建は品購入その ０６８万 ２５０円でございまして、５１ページから５２ページに 

掲載している３１品目の器建を購入させていただいております。２項企業町償還金は３

す ６２０万 ７０９円で、３項投資の看護師修学資金貸９金は１８０万円でございま 

す。

次に、４６ページは有形２定資産明細書でございます。令和２年度において、土地、

建物、建物１属設は、構築物については普減はございません。器建及びは品は当年度購

入分で ０６８万 ２５０円普額し、除却で ３２０万 ４００円を減額、３１につい   

ても除却で６６７万２８３円の減額でして、総資産の年度末の万高は９０す ３４１万

３８０円でございます。総資産の減価償却２計額は３８す ２８１万 ３３８円でご  

ざいまして、年度末の償却で済みの万高は５１す ０６０万 ０４２円でございます。 

次に、４７ページから４８ページの企業町明細でございますが、本年度の借入れは特

別減収対策企業町の２す ０００万円と医療器建購入分の７７０万円でございます。

４９ページから５４ページは２定資産減価償却明細書で、記載のとおりでございます。

５５ページは補廃財源の明細書でございます。一番下の計が内部留保資金と言われる

もので、３す ２９５万 ８０８円でございます。 

以上で病院の決算につきまして説明を終わらせていただきます。御審議のほど、どう

ぞよろしくお願いいたします。

－１２８－



○議○（ ○ 良幸君） 以上で第１１８号議案の提案説明は終わりました。

以上で１３件の決算認定の提案説明が終わりました。

ここで暫時休憩をいたします。再開を１４時４５分といたします。

午後２時３２分休憩

午後２時４５分再開

○議○（ ○ 良幸君） 再開します。

ここで、代表監査委員から、令和２年度神河町各会計決算について審査のー果を報告

していただきます。

清瀬茂生代表監査委員様、よろしくお願いをいたします。

○代表監査委員（清瀬 茂生君） ６礼いたします。代表監査委員を仰せつかっておりま

す清瀬でございます。令和２年度の決算審査報告の前に一言御挨拶を申し上げます。

令和２年度は、令和２年３月に策定、交付した監査基準にのっとり、今まで以上に公

正で合理的かつ能率的な行財政費営が確保されているか、また、過去の監査委員の指万

事項の道善状況を主眼において、例月出納検査、定期監査、行政監査、決算審査の各監

査を議会４出の小寺監査委員とともに実施してまいりました。各監査においては、３微

な指万、道善事項等については、例年どおりその都度口頭で是正、道善等を求め、適切

な処理が行われるよう意見を述４てまいりました。

令和元年度の指万事項につきまして、本年度は副町長主導で０当各課で真摯に検討、

対応していただき、その後、取組状況、成果を一す表で提示、説明を受け、大いに評価

したところでございます。しかし、道善半４の課題もあり、今後の道善策に期待したい

と思います。

各監査を９じて、幹部０員の方との質疑においても真摯で的確な答６を頂戴し、一人

一人が意欲を持って政策目的に基づいた事業展開に積極的に取り組まれている姿３に対

し、評価するところでございます。今後も一層の住民サービスの維持向上に努められる

ことを期待します。

令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大という想定外の困難な状況下において、

病院関係０員の方、健康福祉課、その他関係部署のみならず全０員の方が、住民の感染

防止、健康維持の対策、対応に最大限の努力を惜しみなく発０されておる姿３に感銘を

受け、感謝いたしております。ありがとうございます。地域住民も行政に期待するとこ

ろは絶大なものがあると推察いたします。今後も住民福祉の目的のため一層の努力を期

待します。よろしくお願いいたします。

一方で、今、住民の行財政費営に対する関心も高まり、そのニーズも多様化、高度化

しております。今後も一層の行財政費営の健全性と公平、透明性を確保し、住民の信頼

性を高めるための努力を期待するところでございます。

それでは、私のほうから令和２年度神河町各会計の決算審査について報告をいたしま
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す。

地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項並びに地方公営企業法第３０

条第２項の規定により、町長から審査に付された令和２年度神河町各会計決算書、歳入

歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書について、事項別、

課ごとに説明をご取し、関係法令に準拠して作成されているか、決算計数が正確である

か、予算が適正かつ効率的に執行されているかなどについて、関係繰帳簿及び証拠書類

の万合のほか、必要と認めるその他の審査を、４場３金第１会議室及び公立神崎総合病

院会議室において、令和３年７月８日、１３日、１５日、１９日、２１日、２８日の６

日間にわたり、小寺監査委員とともに実施いたしました。

審査のー果といたしましては、各会計の決算書、歳入歳出事項別明細書並びに１属書

類はいずれも法令に準拠して作成されており、決算計数は、関係繰帳簿及び証拠書類と

万合したー果、適切に処理されていることを認めました。

各会計決算に係る審査意見は、それぞれ決算書に添付されているとおりでございます

ので、概略を報告させていただきます。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として、特別定額給付金事業

で給付対３者１人につき１０万円の給付を迅速に行い、家計への支援を行いました。ま

た、引き続き人口減少対策を重要施策として位置づけ、若者世帯住３取７支援事業、空

き家活用支援事業など、様々な０住・定住促進事業を推進されました。そのほか、多く

の事業に取り組まれた努力は評価します。

財政健全化指標のうち実質公町そ比率は、前年度から⒈４ポイント道善され、１⒋４

％となっております。また、将来００比率は前年度比⒉５ポイント道善され、７⒊５％

となっております。財政状況は厳しさを普す中で、社会経済情３の変化を的確に把握し

収入普に向けた取組を進めるとともに、既存の事務事業の廃止、見直し等も視野に入れ、

引き続き財政基盤の強化と持続可能な行財政費営を行っていただくよう望みます。

まず、一般会計について報告いたします。

令和２年度一般会計決算は、歳入総額１０２す ４１７万 ０００円、歳出総額９９ 

す ４１５万 ０００円で、歳入歳出４引額は２す ００２万円となり、ここから令和  

３年度へ４り越す４き財源 ５０６万 ０００円を４し引いた実質収支額は２す ４９  

５万 ０００円の黒字決算となっております。

歳入の主な内容でございます。

普９交付税は前年度比２す ５３０万 ０００円の普、特別交付税は ７４０万円の  

減となり、地方交付税全体では前年度比で⒍７％の普となりました。特別交付税につい

ては、当初予算額よりも多く交付を受けることができ、当町の様々な取組に対する評価

の表れと考えます。当局の財源確保の努力を評価します。

町税は、２定資産税で関西２力大河内発２所の減価償却等 １７４万 ０００円の減 

などにより、前年度比⒉７％の減となりました。
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町町は、一般単独事業町１す ８８０万円の減、災害復旧町 ４５０万円の減などに 

より、前年度比⒌５％の減となりました。

県支出金は、県民事税活用事業補助金 ９４８万 ０００円の普、農村地域防災減災 

事業補助金 １６５万 ０００円の普などにより、前年度比  ⒊８％の普となりました。

国庫支出金は、新型コロナウイルス地方創生臨時交付金４す１５７万 ０００円の普、

特別定額給付金事業補助金１１す １２６万円の普などにより、前年度比２９ ⒎９％の

普となりました。

次に、歳出の主な内容でございます。

民生そは、特別定額給付金事業１１す １２６万 ０００円の普、後期高齢者医療制 

度事業 ８７１万 ０００円の普などにより、前年度比８  ⒍９％の普となりました。

０生そは、公立神崎総合病院への補助金・出資金３す ８７７万 ０００円の減、保 

健０生人件そ事業９７７万 ０００円の減などにより、前年度比１ ⒉２％の減となりま

した。

総務そは、支４４管理事業 ２２２万 ０００円の減、本４４施設道修はは事業１す 

７９４万 ０００円の減、アグリイ入ベーション推進事業 １８４万 ０００円の減   

などにより、前年度比⒌４％の減となりました。

教育そは、廃校施設廃体撤去事業１す ８６１万円の普、校内９信ネットワークはは

事業１す ０３６万 ０００円の普などにより、前年度比で２  ⒊９％の普となりました。

なお、令和元年度決算で意見させていただきました１３点の指万事項につきましては、

冒頭の挨拶でも申し上げましたとおり、副町長主導で０当各課で真摯な対応をいただき、

一定の道善が見られ評価できます。しかしながら、次の７点については、道善はされて

おりますが今後も常に留意して取り組む４き事項であるため、特に意見をさせていただ

きます。

１、契約事務を行うに当たっては、競争性、経済性、公平性及び透明性の確保に努め

られたい。

２、補助金交付団体の会計処理は、要綱に基づいて適正に行うこと。あわせて、各種

補助金の成果を常に検証し、内容によっては補助金額の見直しも検討されたい。

３、各課提出の収支見込み調書の精度を高め、適正な資金費用に努められたい。

４、内部３制システムの費用の徹底を図られたい。

５、０員の健康管理面から、超過円務が常態化しないよう、適正配置３事務分掌に十

分な留意を払われたい。

６、は品管理台帳の精度を高め、適正な財産管理に努められたい。

７、各課における窓口での現金の取扱いについては、公金取扱マニュアルに基づき、

事故を防止されたい。

以上、７点について特に意見を述４させていただきます。

次に、介護療育支援事業特別会計でございます。
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小費療育事業の取取者は、就学前費９１名、就学費７１名となっております。３用費

３保護者への直接的支援はもとより、学校３各町保健０当、中０磨健康福祉事務所等と

も３携し、子３たちを支える仕組みが定着しております。相談内容が年々複５、多岐に

わたる中で、相談者の意向３内容に応じて柔軟にきめ細かな相談業務を実施されている

ことは評価します。

その中で、障害のある子３たちの学校卒業の問題について、特に幼じ籠もり３就労後

の定着に対して、姫路公共０業安定所等の雇用関係機関３教育機関など、他機関と協働

できる体制はできていますが、成人期の就労については、地元で働ける場を開拓するこ

とが課題となっております。

多様な支援ニーズに対応することは容易ではありません。保護者の高齢化に伴い、親

亡き後の不安を抱える方が普えております。また、近年は、９常学級に在籍している境

界域の費４への支援、精神障害者に対する理廃促進などが求められております。個々の

事例に対して丁寧な相談業務を重ねられ、引き続き充実したサービスの提３に努められ

ることを期待します。

次に、国民健康保険事業特別会計でございます。

国民健康保険税の７収率は７⒌１％となっており、２年度末の収入で済額、滞納額は

４６６万円となっております。７収率が低く、滞納額も高額となっていることから、

一層の７収強化を図っていただくとともに、被保険者の状況に応じた納税相談等による

適切な対応をお願いします。また、加入、脱退の際の届出の必要性について周知徹底を

図り、公平で実態に即した事業の費営を求めます。

歳出の中で最も大きな３合を占める保険給付そは、前年度比 １６１万 ０００円の 

減の９す ０１９万 ０００円となっております。健康づくりの大切さについて３２を 

さらに工夫され、関係課が３携し、急激な保険料の普加を招くことのないよう努められ

ることを期待します。

次に、後期高齢者医療事業特別会計でございます。

後期高齢者医療保険料の７収率は９⒐６％となっており、２年度末の収入で済額、滞

納額は５５万 ０００円となっております。令和２年度の平納被保険者数は前年度平納

から３３人減少し、 ３１３人となっております。療養給付そについても、前年度と比

較して⒊９６％減少しております。被保険者数の減少に加え、コロナ禍による受康源え

が補響したものと思われます。関係課が３携し、特定疾患、特定健康の受康率を向上さ

せるなど、医療そ抑制、高齢者の健康普進につながる取組の継続を期待します。

次に、介護保険事業特別会計でございます。

介護保険料の７収率は９⒐４％となっており、２年度末の収入で済額、滞納額は９７

万 ０００円となっております。

保険給付そでは、介護サービス給付そ等繰そが１２す ５７４万 ０００円となって 

おります。認知予防教室、転倒予防教室などを継続して実施され、多くの参加者を７て
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おり、高齢者が気３に集える場づくりにも支援されております。認知症３介護に関する

相談が年々普加しているため、より一層の支援を望みます。

地区ごとに設置されている生活支援協議体のさらなる設立を推進するため、引き続き

生活支援コーディネーターと３携し啓発を行い、住み慣れた地域で暮らし続けることが

できるよう、地域における支え合いの体制づくりをより一層推進していただくことを望

みます。

介護予防３生活支援、健康づくりについて、様々な事業を積極的に展開されているこ

とは評価します。予防に力を入れ、要介護になる方を減らすことは、本人、家族の００、

また財政００の３減のためにも２常に重要です。今後も地域に５４した取組に期待いた

します。

次に、土地開発事業特別会計でございます。

深刻化している人口減少に歯止めをかけるためにも、引き続きカクレ畑の分９促進と

併せて、新たな分９地の開発に期待します。

次に、訪問看護事業特別会計でございます。

かんざき訪問看護ステーションでは、居３介護支援事業所として看護師資格を持つ介

護支援専門員３理学療法士、作業療法士等を配置し、３用者の生活を多くの専門スタッ

フが様々な角度から支援するとともに、部署内だけでなく、他の在３サービス事業所の

介護福祉０とも３携をしていることは高く評価します。

地域地括ケアシステムの構築が進む中で、重度化した要介護者、療養者の在３療養支

援が大きな課題となっております。３用者の８３が７０歳以上で、医療依存度の高い３

用者が普えている一方で、高齢独居の世帯、超高齢夫婦の世帯が普加しており、医療、

介護の１面から専門性の高いサービスの提３が求められております。在３でのみとりも

普加線向にあり、今後、訪問看護事業の必要性はさらに高まっていくものと思われます。

より地域に５４した訪問看護が行えるよう、病院、開業医との３携を深め、引き続きの

事業推進を望みます。

次に、産業廃棄物処理事業特別会計でございます。

２年度は ７４ ⒎１トンの万土等が款入されております。万容万が万り僅かとなって

おり、処分地の仕上げ工事、延命対策について、地元区としっかりと協議を行っていた

だくことを望みます。

次に、寺前地区振興基金特別会計でございます。

歳入決算額、歳出決算額ともに３７８万 ０００円となっております。この会計の財

源は基金からの４入金が主なもので、引き続き適切、効率的な基金の管理、費営を望み

ます。

次に、長谷地区振興基金特別会計でございます。

歳入決算額、歳出決算額ともに８２９万 ０００円となっております。この会計の財

源は基金からの４入金が主なもので、引き続き適切、効率的な基金の管理、費営を望み
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ます。

以上で一般会計及び特別会計を終わります。

次に、水道事業会計でございます。

有収率向上のため漏水調査を実施し、漏水修繕工事は可能な限り直営工事を行い、経

その節減を図られたことは評価します。

０用料ので収金については、現年度分、過年度分合わせて ４０６万 ０００円の滞 

納が発生しております。給水制限、停止等を構えた納付指導、支払い２促などを行われ

たことにより、前年度と比４て１４万 ０００円減少していることは評価します。不納

欠４処理は１１件で、５２万６３０円となっております。

町税等滞納は理委員会において、各課町権回収について３携して取り組まれておりま

すが、普今の景気状況から、離０、高齢化により、滞納額は横４い線向にあります。こ

のような中、財政健全化に向け、さらなるコスト意識の高揚、経その削減を図るため、

中長期的財政収支に基づき、施設の更新、取域化等を計画的に実行し、確実で安定的な

経営にーびつけていく必要があります。

また、漏水が多発する・朽管の更新を実施するなど、施設の・朽化、耐震化対策を行

うことにより、引き続き安全で安定した水道水の３給に努められることを期待します。

次に、下水道事業会計でございます。

生活排水処理率は９⒏９％と高く、引き続き快適な生活環境の提３が維持できており

ます。

０用料ので収金については、現年度分、過年度分合わせて ２５７万 ０００円の滞 

納が発生しています。納付指導３訪問等による精力的な７収を継続されており、前年度

と比４１２４万 ０００円減少していることは評価します。不納欠４処理は１３件で、

９２万 ７６０円となっております。

水道事業会計と同様に、町税等滞納は理委員会において各課町権回収について３携し

て取り組まれており、滞納額は前年度に比４減少しております。地域創生の取組が行わ

れておりますが、人口減少に歯止めがかからず、０用料は減少しており、厳しい経営状

況となっております。今後も７収見込みを的確に把握し、公正かつ合理的、能率的な７

収を行っていただき、確実で安定的な経営にーびつけていく必要があります。

近年、施設の・朽化に伴う支出が普加していますが、下水道３廃合計画に基づいた施

設の３廃合及び長整命化など、下水道事業を将来にわたり継続するため、経営の健全化、

安定化に向けた取組を期待します。

最後に、公立神崎総合病院事業会計でございます。

経営状況は、医業収道で前年度比⒎２％のプラスとなりましたが、経その普額３減価

償却その普額等により ２７４万 ０００円の償字となりました。 

そ用面では、新北館の建物、建物１属設は及び構築物等の減価償却そ等の普額により、

医業そ用全体で１す ４７５万 ０００円の普となりました。 
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新型コロナウイルス感染症対策における帰国者・接触者外来設置医療機関、協力医療

機関として、中０磨健康福祉事務所管内における感染症対策を０ってきたこと３、令和

２年８月に病院経営道善対策本部会議を設置し、全０員で経営道善に取り組んでいるこ

と、不採算康療科の廃止を行ったことについては評価します。引き続きの努力をお願い

します。

医業収道に占める給９その３合が８０％超と高止まりした状況が続いており、独立し

た経営体としては、償字で当たり前と批判されてもおかしくないほどの水準に至ってお

ります。医業収道の確保、給９３０員数の適正化などについて、抜本的な見直しが必要

となっております。

経営道善等、多くの課題がありますが、公立神崎総合病院将来ビジョン３公立神崎総

合病院道革プランを基に、地域地括ケアシステムの構築による４３を認識し、地域の福

祉の核となるような取組を期待します。また、経営状況については、幹部だけではなく

医療スタッフ等にも十分認識していただき、危機感を持って経営道善に努めていただく

ことを望みます。

医療環境３時代の変化に伴い、病院に求められる４３も変化していきます。地域の病

院として、より信頼される病院づくりを目指した取組を期待します。

以上、一般会計ほか１２会計に対する意見の概略を報告させていただきました。あり

がとうございました。

○議○（ ○ 良幸君） 代表監査委員の決算審査報告が終わりました。

代表監査委員の日程の都合上、本日のみ出席いただくことになっておりますので、御

了承願います。

それでは、ただいまより審査報告に対する質疑を受けます。質疑のある方、お願いい

たします。ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） ありがとうございます。それでは、これをもって審査報告に対

する質疑を終ーします。

清瀬茂生代表監査委員様、お疲れさまでした。どうもありがとうございました。御苦

労さまでした。

以上１３件の決算の質疑については第３日目に行い、本日は説明のみにとどめます。

・ ・

○議○（ ○ 良幸君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

お諮りします。明日から５日まで休会したいと思います。これに御残議ございません

か。

〔「残議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 御残議ないものと認めます。明日から５日まで休会と決定いた

しました。
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次の本会議は、９月６日午前９時再開とします。

本日はこれにて散会といたします。御苦労さまでした。

午後３時１５分散会
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